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渡部　幹雄さん（緒方町出身）
和歌山大学 教授 附属図書館 館長

人があつまる
図書館づくり

▲視察先のシュツットガルト市立
　図書館にて（ドイツ）

▲祭りを楽しむ上年野区の皆さん

▲会場入り口にはかわいらしい看板が

　３月２日から６日にかけ、緒方町上年野区公民館で上記イベント
が開催されました。タイトルにある「トメ石」とは、祖母山の峰が
この地区を支える岩盤で終わるとの言い伝えに由来し、その岩盤の
下から湧き出る清らかな伏流水は、古くから地域の人々に利用され
てきました。昭和初期には造り酒屋や製材所などで賑わっていた同
地域も、過疎化が進んだ現在では戸数20戸あまり。
　このイベントを企画した柳井区長によると、この地域にかつての賑わいを取り戻そうと考えていたとき、
この地でつくられた120年ほど前の和紙を偶然手にしたことから、今回の企画へと広がっていったそうで

す。和紙人形の製作には宇佐市在住の和紙人形作家のもとに通い、雛人形は子
どもたちが巣立ち飾られなくなったものを各家庭から持ち寄り、他にも書画な
どを展示し、一人でも多くの住民がかかわれるよう工夫されています。「地域
の元気を取り戻すために投じた一石が、多くの波紋を起こし広がって
くれれば」と今後の展開に胸を膨らませていました。期間中は多くの
人で賑わい、甘酒の振る舞いや、お土産に紙雛人形が配られました。

トメ石の村 想い雛展

蝙蝠の滝は、大野川の上流にある高さ約10m・幅約120mの
馬蹄形の絶壁を流れる滝で、上空から見ると、
まるで蝙蝠が羽根を広げた様に見えることから、
この名前がついたとされます。
平成19年には国の登録記念物となり、原尻の滝・沈堕の滝
と並び「豊後大野市の三大名瀑」と称されています。

所在地：朝地町上尾塚・緒方町草深野

　今月号でご紹介するキラリ人は、和歌山大学
教授で同附属図書館の館長を務められている渡
部幹雄さんです。渡部さんは緒方町のご出身
で、合併前の緒方町職員として勤務していたこ
とがあります。町職員時代には社会教育の現場
で活躍され、緒方町歴史民俗資料館及び併設の
緒方町立図書館（現市歴史民俗資料館）の建設
にも担当者として携わりました。そんな渡部さんに転機が訪れたのは、長崎県
森山町（現諫早市）の新図書館建設でアドバイザーとして関わったことに始ま
ります。以前から、「いつかは人があふれる空間を自分の手でつくりあげたい」
と考えていた渡部さん。森山町からの強い要請もあり、その後、正規職員とし
て森山町に迎えられます。当時39歳のこと。その後、森山町の図書館建設を成
功に導いた渡部さんの評判を聞き、滋賀県愛知川町でも図書館づくりに奮闘さ
れます。また、住民参加型で図書館をつくり、住民との信頼関係を築いた渡部
さんは同町が平成18年に合併して誕生した愛荘町の教育長としても迎えられて
います。教育長を任期まで務めると、和歌山大学からの要請で図書館改革に着
手し現在に至っています。行く先々で利用者数・貸出冊数を増やす渡部さんに
は現在も全国各地から多くの相談が寄せられています。
　また、町職員時代には後藤絹さん（故人）への助言が、大正から昭和、戦中・
戦後の農村の生活を伝える「絹さん人形（市報26年９月号で特集）」誕生のキッ
カケとなりました。紙粘土でできたその人形は、当時の生活の様子を今に伝え
る貴重な遺産として残されています。生前、絹さんから、「（渡部さんのおかげ

で）自分の人生、２度生きた」と言ってもらった
ことが生涯の支えになっていると渡部さん。
　旧来の権威的な存在の図書館ではなく、図書館
法第三条に明記される「土地の事情及び一般公衆
の希望に沿い…」という、図書館本来の姿を求め、
そこに住む人たちに広く門戸を開いた図書館を広
めるべく、今日も全国を駆け回ります。

豊後大野市 市民憲章
一、 豊かな自然を守り、
　　 美しいまちをつくります

一、 健やかな心とからだを育て、
　　 明るいまちをつくります

一、 芸術を愛し教養を高め、
　　 文化の香るまちをつくります

一、 働くことに喜びを持ち、
　　 活力のあるまちをつくります

一、 思いやりの心を大切に、
　　 温かいまちをつくります
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し
て
、
中
九
州
横
断
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
大

分
市
へ
の
通
勤
圏
と
し
て
十
分
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
旧
大
野
高
校
跡
地
に
定
住
住
宅
団
地
を
造
成

す
る
た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
本
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
構
想
と
し

て
、
若
者
の
定
住
を
目
的
と
し
た
低
価
格
住
宅
の
実

施
設
計
及
び
低
価
格
団
地
の
分
譲
を
検
討
し
ま
す
。

　
本
年
度
も
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
よ
る
新
た
な

移
住
者
の
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
等
の
推
進
に
よ
る
地
域

振
興
と
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

　
地
域
資
源
の
学
術
的
調
査
・
研
究
を
ベ
ー
ス
と
す

る
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
、
本
市
の
地
域
資
源
の
価

値
・
魅
力
を
正
し
く
、
具
体
的
に
情
報
発
信
で
き
る

取
組
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
取

り
組
ん
で
い
る
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
申
請
、
生
物
多

様
性
ぶ
ん
ご
お
お
の

戦
略
の
策
定
も
、
地

域
の
資
源
・
特
性
を

科
学
的
に
調
査
・
研

究
す
る
こ
と
で
、
そ

　
ま
た
、
防
災
士
の
い
な
い
地
区
、
足
り
な
い
地
区

に
つ
い
て
は
、
新
規
、
複
数
、
女
性
の
防
災
士
の
養

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
ま
で
に
設
立
し
た
地
域
振
興
協
議

会
は
６
協
議
会
・
32
自
治
区
と
な
り
、
地
域
づ
く
り

交
付
金
の
対
象
地
区
も
４
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
に
は
、
新
た
に
一
つ
の
地
域
振
興
協
議
会
が

設
立
予
定
で
あ
り
、
７
協
議
会
・
38
自
治
区
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
交
付
金
の
対
象
地
区
は

５
協
議
会
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
取
組
の
可
能
な
地

域
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
本
の
食
糧
基
地
と
し
て

農
林
畜
産
業
の
振
興

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
第
２
次
農
業
振
興
計
画
に
基

づ
き
、
生
産
性
・
収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現
を
目

指
し
、「
地
域
性
を
生
か
し
た
産
地
化
と
豊
後
大
野

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」
を
図
る
た
め
確
か
な
も
の
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
第
１
回
豊
後
大
野
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
な
ら
び
に

諸
議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
際
し
ま
し
て
、
私
の
市
政
運
営
の
所
信
と
施
策
の
概
要
の
一
端
を
申

し
述
べ
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
２
期
目
就
任
時
に
掲
げ
た
６
つ
の
政
策
理
念
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
現
に
向
け
て
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
以
下
、
取
組
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

豊
後
大
野
市
長
　
橋
本
　
祐
輔

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
安
全
・
安
心

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
１
５
４

団
体
が
設
立
さ
れ
、
結
成
率
は
約
７
割
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

今
後
も
継
続
し
て
組
織
結
成
を
促
進
し
、
結
成
率
向

上
に
努
め
ま
す
。

　
防
災
士
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
38
人
の
方
が
資

格
を
取
得
し
、
資
格
取
得
者
総
数
は
３
７
０
人
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
継
続
し
て
地
域
に
お
け
る
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
本
庁
舎
に
は
、
災
害
時
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
に
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
蓄
電

池
付
き
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、

３
月
末
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

　
今
後
の
豪
雨
災
害
や
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
自
主
防

災
組
織
の
未
結
成
地
区
の
組
織
化
、
及
び
組
織
活
動

の
活
性
化
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
販
売
戦
略
」
に
つ
い

て
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
意
識
し
た
市
場
動
向
や
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
の
市
場
調
査
、
さ

ら
に
販
売
促
進
を
図
る
た
め
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、「
大
分
の
野
菜
畑
　
豊

後
大
野
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
日
本
野
菜
ソ

ム
リ
エ
協
会
と
の
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

を
生
か
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
努
め
る

と
と
も
に
、
大
分
市
中
央
町
、
そ
し
て
東
京
都
台
東

区
に
開
設
し
た
情
報
発
信
拠
点
施
設
（
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）
や
、
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

に
よ
る
情
報
発
信
に

よ
り
、
知
名
度
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
第
３

次
農
業
振
興
計
画
の

初
年
度
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
第
２

次
農
業
振
興
計
画
の

検
証
を
踏
ま
え
、
人

づ
く
り
で
は
担
い
手
確
保
対
策
と
し
て
、
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
担
い
手
の
核
と
な
る
認
定
農
業
者
の
後
継
者
確

保
を
図
る
た
め
の
親
元
就
農
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
次
に
、
も
の
づ
く
り
で
は
「
大
分
の
野
菜
畑
　
豊

後
大
野
」
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
売
れ
る
も
の
づ

く
り
」
か
ら
「
売
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
」
ま
で
の
体

制
づ
く
り
を
強
化
す
る
た
め
、「
農
・
商
・
工
・
観
」

が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
知
名
度
と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
を
目
指
し
た
販
売
戦
略
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
方
、
産
地
収
益
力
の
向
上
を
目
指
し
た
農
業
構

造
の
再
編
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
遊
休
農
地
の
拡

大
防
止
と
農
用
地
の
有
効
的
か
つ
効
率
的
な
利
用
、

そ
し
て
適
正
な
利
用
が
図
れ
る
土
地
利
用
調
整
を
図

る
た
め
の
制
度
の
確
立
と
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
・
農
地
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進
や
農
地

中
間
管
理
事
業
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
九
州
横
断
道
路
を
生
か
し
た

産
業
集
積
と
定
住
促
進

　
昨
年
度
か
ら
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
よ
る
移
住

者
支
援
対
策
と
し
て
、
移
住
に
係
る
各
種
補
助
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
若
者
定
住
対
策
と

の
価
値
を
実
証
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
と
関
連
さ

せ
、
本
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
一
手
法
と
し

て
事
業
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
地
域
資
源
を
ジ
オ
パ
ー
ク
・
エ
コ
パ
ー

ク
・
生
物
多
様
性
の
視
点
か
ら
そ
の
価
値
を
高
め
て

い
き
、
こ
の
価
値
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
産
品
や
加
工
品
な
ど
の
付
加
価
値
と
し

て
、
昨
年
度
設
置
し
た
大
分
市
・
東
京
浅
草
の
情
報

発
信
拠
点
施
設
な
ど
で
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
後
大
野
の
大
地
に
育
ま
れ
た
自
然
景

観
・
文
化
歴
史
・
食
を
楽
し
む
時
を
「
里
の
旅
」
と

し
て
位
置
づ
け
、
里
の
旅
公
社
を
中
心
に
市
内
観
光

の
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
推
進
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

芸
術
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が

躍
動
す
る
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
社
会
教
育
の
中
核
施
設
で
あ
る
公
民
館
に
お
い
て

は
、
様
々
な
学
習
ニ
ー
ズ
や
活
動
を
支
援
す
る
体
制

と
環
境
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
情
報
が
広

く
地
域
住
民
に
周
知
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
相
談
や
指
導
・
助
言
も
で
き
る

頼
ら
れ
る
公
民
館
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
地
域
住
民
が
公
民
館
活
動

に
参
加
し
、「
人
と
人
を
つ
な
ぎ
地
域
の
絆
を
深
め

る
」
活
動
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
住
民
の
要
望

に
応
え
る
と
と
も
に
活
動
を
工
夫
し
な
が
ら
、
社
会

平
成
28
年
度 

施
政
方
針

教
育
・
生
涯
学
習
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら

朝
地
小
・
中
学
校
に
お

い
て
本
格
実
施
さ
れ
た

「
連
携
型
小
・
中
一
貫

教
育
」
は
、
昨
年
度
か

ら
は
全
て
の
町
に
お
い

て
取
組
が
始
ま
り
ま
し

た
。
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
協
働
に
よ
る
９
年

間
を
見
通
し
た
教
育
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
小
・
中
学

校
に
お
い
て
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
中
心
と
な

る
の
が
ジ
オ
サ
イ
ト
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
・
産

業
・
自
然
等
に
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で
す
。
郷

土
愛
の
育
成
と
と
も
に
学
ぶ
力
や
学
ぶ
意
欲
の
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、
遊
休
公
有
地

を
利
活
用
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保

　
昨
年
度
は
、
５
か
所
全
て
の
発
電
施
設
で
売
電
を

行
っ
て
お
り
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
の
売
電
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
全
て
の
発
電
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
、
売
電
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、
円

滑
な
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
振
興
に
は
本
市
が
持
っ
て
い
る
地
域

資
源
を
最
大
限
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
そ
の
地
域
資
源
と
は

１
　
自
然
に
恵
ま
れ
、
豊
饒
な
土
地
を
生
か
し
た
農

林
業
の
振
興

２
　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
自
然
景
観
と
素
晴

ら
し
い
伝
統
芸
能
、
文
化
を
生
か
し
た
観
光
振
興

３
　
森
林
や
水
資
源
等
の
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
地

域
振
興
　

４
　
高
齢
化
を
支
え
る
多
く
の
人
的
パ
ワ
ー
に
よ
る

安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
、
そ
し
て
公
共
交
通

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
地
域
内

で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
き
め
細
か
な
取
組
に
よ

る
自
治
活
動
の
向
上

が
基
本
で
す
。

▲「ぶんご大野bureau大地の物語」店内

▲ますます、活躍が期待されるジオガイドの皆さん
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し
て
、
中
九
州
横
断
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
大

分
市
へ
の
通
勤
圏
と
し
て
十
分
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
旧
大
野
高
校
跡
地
に
定
住
住
宅
団
地
を
造
成

す
る
た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
本
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
構
想
と
し

て
、
若
者
の
定
住
を
目
的
と
し
た
低
価
格
住
宅
の
実

施
設
計
及
び
低
価
格
団
地
の
分
譲
を
検
討
し
ま
す
。

　
本
年
度
も
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
よ
る
新
た
な

移
住
者
の
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
等
の
推
進
に
よ
る
地
域

振
興
と
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

　
地
域
資
源
の
学
術
的
調
査
・
研
究
を
ベ
ー
ス
と
す

る
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
、
本
市
の
地
域
資
源
の
価

値
・
魅
力
を
正
し
く
、
具
体
的
に
情
報
発
信
で
き
る

取
組
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
取

り
組
ん
で
い
る
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
申
請
、
生
物
多

様
性
ぶ
ん
ご
お
お
の

戦
略
の
策
定
も
、
地

域
の
資
源
・
特
性
を

科
学
的
に
調
査
・
研

究
す
る
こ
と
で
、
そ

　
ま
た
、
防
災
士
の
い
な
い
地
区
、
足
り
な
い
地
区

に
つ
い
て
は
、
新
規
、
複
数
、
女
性
の
防
災
士
の
養

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
ま
で
に
設
立
し
た
地
域
振
興
協
議

会
は
６
協
議
会
・
32
自
治
区
と
な
り
、
地
域
づ
く
り

交
付
金
の
対
象
地
区
も
４
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
に
は
、
新
た
に
一
つ
の
地
域
振
興
協
議
会
が

設
立
予
定
で
あ
り
、
７
協
議
会
・
38
自
治
区
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
交
付
金
の
対
象
地
区
は

５
協
議
会
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
取
組
の
可
能
な
地

域
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
本
の
食
糧
基
地
と
し
て

農
林
畜
産
業
の
振
興

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
第
２
次
農
業
振
興
計
画
に
基

づ
き
、
生
産
性
・
収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現
を
目

指
し
、「
地
域
性
を
生
か
し
た
産
地
化
と
豊
後
大
野

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」
を
図
る
た
め
確
か
な
も
の
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
第
１
回
豊
後
大
野
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
な
ら
び
に

諸
議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
際
し
ま
し
て
、
私
の
市
政
運
営
の
所
信
と
施
策
の
概
要
の
一
端
を
申

し
述
べ
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
２
期
目
就
任
時
に
掲
げ
た
６
つ
の
政
策
理
念
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
現
に
向
け
て
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
以
下
、
取
組
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

豊
後
大
野
市
長
　
橋
本
　
祐
輔

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
安
全
・
安
心

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
１
５
４

団
体
が
設
立
さ
れ
、
結
成
率
は
約
７
割
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

今
後
も
継
続
し
て
組
織
結
成
を
促
進
し
、
結
成
率
向

上
に
努
め
ま
す
。

　
防
災
士
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
38
人
の
方
が
資

格
を
取
得
し
、
資
格
取
得
者
総
数
は
３
７
０
人
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
継
続
し
て
地
域
に
お
け
る
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
本
庁
舎
に
は
、
災
害
時
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
に
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
蓄
電

池
付
き
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、

３
月
末
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

　
今
後
の
豪
雨
災
害
や
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
自
主
防

災
組
織
の
未
結
成
地
区
の
組
織
化
、
及
び
組
織
活
動

の
活
性
化
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
販
売
戦
略
」
に
つ
い

て
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
意
識
し
た
市
場
動
向
や
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
の
市
場
調
査
、
さ

ら
に
販
売
促
進
を
図
る
た
め
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、「
大
分
の
野
菜
畑
　
豊

後
大
野
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
日
本
野
菜
ソ

ム
リ
エ
協
会
と
の
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

を
生
か
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
努
め
る

と
と
も
に
、
大
分
市
中
央
町
、
そ
し
て
東
京
都
台
東

区
に
開
設
し
た
情
報
発
信
拠
点
施
設
（
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）
や
、
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

に
よ
る
情
報
発
信
に

よ
り
、
知
名
度
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
第
３

次
農
業
振
興
計
画
の

初
年
度
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
第
２

次
農
業
振
興
計
画
の

検
証
を
踏
ま
え
、
人

づ
く
り
で
は
担
い
手
確
保
対
策
と
し
て
、
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
担
い
手
の
核
と
な
る
認
定
農
業
者
の
後
継
者
確

保
を
図
る
た
め
の
親
元
就
農
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
次
に
、
も
の
づ
く
り
で
は
「
大
分
の
野
菜
畑
　
豊

後
大
野
」
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
売
れ
る
も
の
づ

く
り
」
か
ら
「
売
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
」
ま
で
の
体

制
づ
く
り
を
強
化
す
る
た
め
、「
農
・
商
・
工
・
観
」

が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
知
名
度
と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
を
目
指
し
た
販
売
戦
略
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
方
、
産
地
収
益
力
の
向
上
を
目
指
し
た
農
業
構

造
の
再
編
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
遊
休
農
地
の
拡

大
防
止
と
農
用
地
の
有
効
的
か
つ
効
率
的
な
利
用
、

そ
し
て
適
正
な
利
用
が
図
れ
る
土
地
利
用
調
整
を
図

る
た
め
の
制
度
の
確
立
と
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
・
農
地
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進
や
農
地

中
間
管
理
事
業
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
九
州
横
断
道
路
を
生
か
し
た

産
業
集
積
と
定
住
促
進

　
昨
年
度
か
ら
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
よ
る
移
住

者
支
援
対
策
と
し
て
、
移
住
に
係
る
各
種
補
助
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
若
者
定
住
対
策
と

の
価
値
を
実
証
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
と
関
連
さ

せ
、
本
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
一
手
法
と
し

て
事
業
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
地
域
資
源
を
ジ
オ
パ
ー
ク
・
エ
コ
パ
ー

ク
・
生
物
多
様
性
の
視
点
か
ら
そ
の
価
値
を
高
め
て

い
き
、
こ
の
価
値
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
産
品
や
加
工
品
な
ど
の
付
加
価
値
と
し

て
、
昨
年
度
設
置
し
た
大
分
市
・
東
京
浅
草
の
情
報

発
信
拠
点
施
設
な
ど
で
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
後
大
野
の
大
地
に
育
ま
れ
た
自
然
景

観
・
文
化
歴
史
・
食
を
楽
し
む
時
を
「
里
の
旅
」
と

し
て
位
置
づ
け
、
里
の
旅
公
社
を
中
心
に
市
内
観
光

の
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
推
進
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

芸
術
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が

躍
動
す
る
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
社
会
教
育
の
中
核
施
設
で
あ
る
公
民
館
に
お
い
て

は
、
様
々
な
学
習
ニ
ー
ズ
や
活
動
を
支
援
す
る
体
制

と
環
境
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
情
報
が
広

く
地
域
住
民
に
周
知
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
相
談
や
指
導
・
助
言
も
で
き
る

頼
ら
れ
る
公
民
館
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
地
域
住
民
が
公
民
館
活
動

に
参
加
し
、「
人
と
人
を
つ
な
ぎ
地
域
の
絆
を
深
め

る
」
活
動
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
住
民
の
要
望

に
応
え
る
と
と
も
に
活
動
を
工
夫
し
な
が
ら
、
社
会

平
成
28
年
度 

施
政
方
針

教
育
・
生
涯
学
習
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら

朝
地
小
・
中
学
校
に
お

い
て
本
格
実
施
さ
れ
た

「
連
携
型
小
・
中
一
貫

教
育
」
は
、
昨
年
度
か

ら
は
全
て
の
町
に
お
い

て
取
組
が
始
ま
り
ま
し

た
。
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
協
働
に
よ
る
９
年

間
を
見
通
し
た
教
育
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
小
・
中
学

校
に
お
い
て
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
中
心
と
な

る
の
が
ジ
オ
サ
イ
ト
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
・
産

業
・
自
然
等
に
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で
す
。
郷

土
愛
の
育
成
と
と
も
に
学
ぶ
力
や
学
ぶ
意
欲
の
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、
遊
休
公
有
地

を
利
活
用
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保

　
昨
年
度
は
、
５
か
所
全
て
の
発
電
施
設
で
売
電
を

行
っ
て
お
り
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
の
売
電
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
全
て
の
発
電
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
、
売
電
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、
円

滑
な
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
振
興
に
は
本
市
が
持
っ
て
い
る
地
域

資
源
を
最
大
限
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
そ
の
地
域
資
源
と
は

１
　
自
然
に
恵
ま
れ
、
豊
饒
な
土
地
を
生
か
し
た
農

林
業
の
振
興

２
　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
自
然
景
観
と
素
晴

ら
し
い
伝
統
芸
能
、
文
化
を
生
か
し
た
観
光
振
興

３
　
森
林
や
水
資
源
等
の
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
地

域
振
興
　

４
　
高
齢
化
を
支
え
る
多
く
の
人
的
パ
ワ
ー
に
よ
る

安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
、
そ
し
て
公
共
交
通

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
地
域
内

で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
き
め
細
か
な
取
組
に
よ

る
自
治
活
動
の
向
上

が
基
本
で
す
。

▲「ぶんご大野bureau大地の物語」店内

▲ますます、活躍が期待されるジオガイドの皆さん
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し
て
、
中
九
州
横
断
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
大

分
市
へ
の
通
勤
圏
と
し
て
十
分
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
旧
大
野
高
校
跡
地
に
定
住
住
宅
団
地
を
造
成

す
る
た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
本
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
構
想
と
し

て
、
若
者
の
定
住
を
目
的
と
し
た
低
価
格
住
宅
の
実

施
設
計
及
び
低
価
格
団
地
の
分
譲
を
検
討
し
ま
す
。

　
本
年
度
も
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
よ
る
新
た
な

移
住
者
の
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
等
の
推
進
に
よ
る
地
域

振
興
と
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

　
地
域
資
源
の
学
術
的
調
査
・
研
究
を
ベ
ー
ス
と
す

る
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
、
本
市
の
地
域
資
源
の
価

値
・
魅
力
を
正
し
く
、
具
体
的
に
情
報
発
信
で
き
る

取
組
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
取

り
組
ん
で
い
る
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
申
請
、
生
物
多

様
性
ぶ
ん
ご
お
お
の

戦
略
の
策
定
も
、
地

域
の
資
源
・
特
性
を

科
学
的
に
調
査
・
研

究
す
る
こ
と
で
、
そ

　
ま
た
、
防
災
士
の
い
な
い
地
区
、
足
り
な
い
地
区

に
つ
い
て
は
、
新
規
、
複
数
、
女
性
の
防
災
士
の
養

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
ま
で
に
設
立
し
た
地
域
振
興
協
議

会
は
６
協
議
会
・
32
自
治
区
と
な
り
、
地
域
づ
く
り

交
付
金
の
対
象
地
区
も
４
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
に
は
、
新
た
に
一
つ
の
地
域
振
興
協
議
会
が

設
立
予
定
で
あ
り
、
７
協
議
会
・
38
自
治
区
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
交
付
金
の
対
象
地
区
は

５
協
議
会
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
取
組
の
可
能
な
地

域
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
本
の
食
糧
基
地
と
し
て

農
林
畜
産
業
の
振
興

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
第
２
次
農
業
振
興
計
画
に
基

づ
き
、
生
産
性
・
収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現
を
目

指
し
、「
地
域
性
を
生
か
し
た
産
地
化
と
豊
後
大
野

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」
を
図
る
た
め
確
か
な
も
の
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
安
全
・
安
心

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
１
５
４

団
体
が
設
立
さ
れ
、
結
成
率
は
約
７
割
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

今
後
も
継
続
し
て
組
織
結
成
を
促
進
し
、
結
成
率
向

上
に
努
め
ま
す
。

　
防
災
士
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
38
人
の
方
が
資

格
を
取
得
し
、
資
格
取
得
者
総
数
は
３
７
０
人
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
継
続
し
て
地
域
に
お
け
る
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
本
庁
舎
に
は
、
災
害
時
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
に
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
蓄
電

池
付
き
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、

３
月
末
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

　
今
後
の
豪
雨
災
害
や
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
自
主
防

災
組
織
の
未
結
成
地
区
の
組
織
化
、
及
び
組
織
活
動

の
活
性
化
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
販
売
戦
略
」
に
つ
い

て
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
意
識
し
た
市
場
動
向
や
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
の
市
場
調
査
、
さ

ら
に
販
売
促
進
を
図
る
た
め
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、「
大
分
の
野
菜
畑
　
豊

後
大
野
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
日
本
野
菜
ソ

ム
リ
エ
協
会
と
の
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

を
生
か
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
努
め
る

と
と
も
に
、
大
分
市
中
央
町
、
そ
し
て
東
京
都
台
東

区
に
開
設
し
た
情
報
発
信
拠
点
施
設
（
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）
や
、
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

に
よ
る
情
報
発
信
に

よ
り
、
知
名
度
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
第
３

次
農
業
振
興
計
画
の

初
年
度
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
第
２

次
農
業
振
興
計
画
の

検
証
を
踏
ま
え
、
人

づ
く
り
で
は
担
い
手
確
保
対
策
と
し
て
、
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
担
い
手
の
核
と
な
る
認
定
農
業
者
の
後
継
者
確

保
を
図
る
た
め
の
親
元
就
農
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
次
に
、
も
の
づ
く
り
で
は
「
大
分
の
野
菜
畑
　
豊

後
大
野
」
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
売
れ
る
も
の
づ

く
り
」
か
ら
「
売
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
」
ま
で
の
体

制
づ
く
り
を
強
化
す
る
た
め
、「
農
・
商
・
工
・
観
」

が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
知
名
度
と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
を
目
指
し
た
販
売
戦
略
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
方
、
産
地
収
益
力
の
向
上
を
目
指
し
た
農
業
構

造
の
再
編
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
遊
休
農
地
の
拡

大
防
止
と
農
用
地
の
有
効
的
か
つ
効
率
的
な
利
用
、

そ
し
て
適
正
な
利
用
が
図
れ
る
土
地
利
用
調
整
を
図

る
た
め
の
制
度
の
確
立
と
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
・
農
地
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進
や
農
地

中
間
管
理
事
業
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
九
州
横
断
道
路
を
生
か
し
た

産
業
集
積
と
定
住
促
進

　
昨
年
度
か
ら
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
よ
る
移
住

者
支
援
対
策
と
し
て
、
移
住
に
係
る
各
種
補
助
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
若
者
定
住
対
策
と

の
価
値
を
実
証
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
と
関
連
さ

せ
、
本
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
一
手
法
と
し

て
事
業
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
地
域
資
源
を
ジ
オ
パ
ー
ク
・
エ
コ
パ
ー

ク
・
生
物
多
様
性
の
視
点
か
ら
そ
の
価
値
を
高
め
て

い
き
、
こ
の
価
値
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
産
品
や
加
工
品
な
ど
の
付
加
価
値
と
し

て
、
昨
年
度
設
置
し
た
大
分
市
・
東
京
浅
草
の
情
報

発
信
拠
点
施
設
な
ど
で
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
後
大
野
の
大
地
に
育
ま
れ
た
自
然
景

観
・
文
化
歴
史
・
食
を
楽
し
む
時
を
「
里
の
旅
」
と

し
て
位
置
づ
け
、
里
の
旅
公
社
を
中
心
に
市
内
観
光

の
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
推
進
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

芸
術
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が

躍
動
す
る
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
社
会
教
育
の
中
核
施
設
で
あ
る
公
民
館
に
お
い
て

は
、
様
々
な
学
習
ニ
ー
ズ
や
活
動
を
支
援
す
る
体
制

と
環
境
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
情
報
が
広

く
地
域
住
民
に
周
知
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
相
談
や
指
導
・
助
言
も
で
き
る

頼
ら
れ
る
公
民
館
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
地
域
住
民
が
公
民
館
活
動

に
参
加
し
、「
人
と
人
を
つ
な
ぎ
地
域
の
絆
を
深
め

る
」
活
動
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
住
民
の
要
望

に
応
え
る
と
と
も
に
活
動
を
工
夫
し
な
が
ら
、
社
会

□
自
殺
対
策
事
業

□
食
育
推
進
事
業

②
地
域
福
祉
の
充
実

□
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る

□
災
害
時
に
お
け
る
地
域
福
祉
を
支
援
す
る

③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
の
充
実

□
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

□
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

④
高
齢
者
福
祉
の
充
実
〈
重
点
施
策
〉

　
・（
新
規
）
新
総
合
支
援
事
業

⑤
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

□
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

□
地
域
生
活
支
援
事
業

⑥
社
会
保
障
の
充
実

□
生
活
困
窮
者
の
自
立
を
支
援
す
る

□
生
活
保
護
の
適
正
化
を
図
る

⑶
豊
か
な
く
ら
し
と
安
心
を
実
感
で
き
る
ま
ち

①
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

□
市
道
維
持
管
理
事
業

□
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

②
上
下
水
道
の
整
備

□
上
水
道
等
を
整
備
す
る

□
生
活
排
水
処
理
を
推
進
す
る

③
住
宅
環
境
等
の
整
備

④
土
地
利
用
・
景
観
の
整
備

□
都
市
計
画
区
域
を
整
備
す
る

⑤
環
境
衛
生
の
推
進

□
廃
棄
物
対
策
を
充
実
す
る

□
葬
斎
場
等
の
適
正
管
理
、
公
衆
衛
生
を
推
進
す
る

⑥
移
住
・
定
住
の
促
進
〈
重
点
施
策
〉

・（
新
規
）
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
多
世
代
住
宅
改
修
事

業
補
助
金

⑦
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推
進

□
消
費
生
活
相
談
事
業

⑧
防
災
対
策
の
充
実
〈
重
点
施
策
〉

⑨
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

⑩
情
報
管
理
、
情
報
化
の
推
進

□
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に
伴
う
取
組

□
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
充
実
す
る

□
携
帯
電
話
不
感
地
域
を
狭
め
る

⑷
豊
か
さ
を
つ
な
ぐ
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
〈
重
点
施
策
〉

□
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業

　
・（
新
規
）
ま
ち
づ
く
り
創
生
交
付
金

□
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

②
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

□
自
治
基
本
条
例
関
連
事
業

③
広
域
連
携
の
推
進

□
大
分
都
市
広
域
圏
推
進
事
業

④
主
体
的
で
計
画
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

□
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
推
進
事
業

□
行
財
政
改
革
の
推
進
〈
重
点
施
策
〉

・（
継
続
）「
第
３
期
豊
後
大
野
市
行
財
政
改
革
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営

⑸
豊
か
な
心
と
学
ぶ
意
欲
を
育
む
ま
ち

①
学
校
教
育
の
充
実
〈
重
点
施
策
〉

□
教
育
内
容
・
教
育
体
制
を
充
実
す
る

・（
継
続
）
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

□
安
全
安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
る

・（
新
規
）
空
調
設
備
設
置
工
事
設
計
委
託
料

□
高
等
学
校
を
支
援
す
る

②
生
涯
学
習
の
充
実
〈
重
点
施
策
〉

□
生
涯
学
習
を
推
進
す
る

□
公
民
館
機
能
を
充
実
す
る

□
図
書
館
を
整
備
す
る

③
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

④
文
化
・
芸
術
の
振
興

⑤
文
化
財
等
の
保
存
・
継
承

□
国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
整
備
事
業
（
埋
蔵
文
化
財
）

⑥
人
権
尊
重
社
会
の
実
現

□
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
事
業
（
市
民
意
識
調
査
）

⑹
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
残
し
伝
え
る
ま
ち

①
ジ
オ
・
自
然
と
の
共
生
〈
重
点
施
策
〉

・（
新
規
）「
生
物
多
様
性
ぶ
ん
ご
お
お
の
戦
略
」

の
策
定

②
環
境
保
全
の
推
進

□
市
営
太
陽
光
発
電
所
管
理
事
業

□
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
〈
重
点
施
策
〉

・（
新
規
）「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定

□
環
境
美
化
活
動
を
推
進
す
る

平
成
28
年
度
重
点
施
策
と
主
な
事
業

　
昨
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
な
る
第
２
次
豊
後

大
野
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、
市
の
将
来
像
に
「
人

も
自
然
も
シ
ア
ワ
セ
な
ま
ち
」
と
掲
げ
、
今
後
は
市

民
誰
も
が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
住
み

続
け
た
い
。」
と
思
え
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教
育
・
生
涯
学
習
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら

朝
地
小
・
中
学
校
に
お

い
て
本
格
実
施
さ
れ
た

「
連
携
型
小
・
中
一
貫

教
育
」
は
、
昨
年
度
か

ら
は
全
て
の
町
に
お
い

て
取
組
が
始
ま
り
ま
し

た
。
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
協
働
に
よ
る
９
年

間
を
見
通
し
た
教
育
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
小
・
中
学

校
に
お
い
て
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
中
心
と
な

る
の
が
ジ
オ
サ
イ
ト
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
・
産

業
・
自
然
等
に
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で
す
。
郷

土
愛
の
育
成
と
と
も
に
学
ぶ
力
や
学
ぶ
意
欲
の
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、
遊
休
公
有
地

を
利
活
用
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保

　
昨
年
度
は
、
５
か
所
全
て
の
発
電
施
設
で
売
電
を

行
っ
て
お
り
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
の
売
電
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
全
て
の
発
電
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
、
売
電
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、
円

滑
な
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
振
興
に
は
本
市
が
持
っ
て
い
る
地
域

資
源
を
最
大
限
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
そ
の
地
域
資
源
と
は

１
　
自
然
に
恵
ま
れ
、
豊
饒
な
土
地
を
生
か
し
た
農

林
業
の
振
興

２
　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
自
然
景
観
と
素
晴

ら
し
い
伝
統
芸
能
、
文
化
を
生
か
し
た
観
光
振
興

３
　
森
林
や
水
資
源
等
の
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
地

域
振
興
　

４
　
高
齢
化
を
支
え
る
多
く
の
人
的
パ
ワ
ー
に
よ
る

安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
、
そ
し
て
公
共
交
通

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
地
域
内

で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
き
め
細
か
な
取
組
に
よ

る
自
治
活
動
の
向
上

が
基
本
で
す
。

⑴
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
し
ご
と
が
あ
る
ま
ち

①
農
業
の
振
興

□
農
業
経
営
基
盤
整
備
事
業

□
多
様
な
担
い
手
を
育
成
す
る
〈
重
点
施
策
〉

　
・（
新
規
）
後
継
ぎ
支
援
交
付
金

□
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

□
ブ
ラ
ン
ド
化
、
販
路
拡
大
を
強
化
す
る
〈
重
点
施
策
〉

□
遊
休
農
地
の
解
消
を
推
進
す
る

□
畜
産
業
を
支
援
す
る

□
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

②
林
業
の
振
興

③
工
業
の
振
興

④
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

⑤
観
光
の
振
興
〈
重
点
施
策
〉

　
・（
新
規
）「
観
光
振
興
計
画
」
の
策
定

□
観
光
振
興
補
助
事
業

□
観
光
施
設
管
理
事
業

⑥
雇
用
環
境
の
向
上

⑵
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
す
ま
ち

①
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

□
健
康
づ
く
り
増
進
事
業
　

□
母
子
保
健
事
業

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
具
現
化
す
る
た
め
、
６

つ
の
政
策
目
標
を
掲
げ
、
本
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
政

策
目
標
の
下
に
各
種
事
務
事
業
を
予
算
化
し
市
政
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲連携型小・中一貫教育のモデル校「朝地小・中学校」

も
と
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し
て
、
中
九
州
横
断
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
大

分
市
へ
の
通
勤
圏
と
し
て
十
分
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
旧
大
野
高
校
跡
地
に
定
住
住
宅
団
地
を
造
成

す
る
た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
本
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
構
想
と
し

て
、
若
者
の
定
住
を
目
的
と
し
た
低
価
格
住
宅
の
実

施
設
計
及
び
低
価
格
団
地
の
分
譲
を
検
討
し
ま
す
。

　
本
年
度
も
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
よ
る
新
た
な

移
住
者
の
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
等
の
推
進
に
よ
る
地
域

振
興
と
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

　
地
域
資
源
の
学
術
的
調
査
・
研
究
を
ベ
ー
ス
と
す

る
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
、
本
市
の
地
域
資
源
の
価

値
・
魅
力
を
正
し
く
、
具
体
的
に
情
報
発
信
で
き
る

取
組
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
取

り
組
ん
で
い
る
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
申
請
、
生
物
多

様
性
ぶ
ん
ご
お
お
の

戦
略
の
策
定
も
、
地

域
の
資
源
・
特
性
を

科
学
的
に
調
査
・
研

究
す
る
こ
と
で
、
そ

　
ま
た
、
防
災
士
の
い
な
い
地
区
、
足
り
な
い
地
区

に
つ
い
て
は
、
新
規
、
複
数
、
女
性
の
防
災
士
の
養

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
ま
で
に
設
立
し
た
地
域
振
興
協
議

会
は
６
協
議
会
・
32
自
治
区
と
な
り
、
地
域
づ
く
り

交
付
金
の
対
象
地
区
も
４
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
に
は
、
新
た
に
一
つ
の
地
域
振
興
協
議
会
が

設
立
予
定
で
あ
り
、
７
協
議
会
・
38
自
治
区
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
交
付
金
の
対
象
地
区
は

５
協
議
会
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
取
組
の
可
能
な
地

域
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
本
の
食
糧
基
地
と
し
て

農
林
畜
産
業
の
振
興

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
第
２
次
農
業
振
興
計
画
に
基

づ
き
、
生
産
性
・
収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現
を
目

指
し
、「
地
域
性
を
生
か
し
た
産
地
化
と
豊
後
大
野

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」
を
図
る
た
め
確
か
な
も
の
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
安
全
・
安
心

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
１
５
４

団
体
が
設
立
さ
れ
、
結
成
率
は
約
７
割
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

今
後
も
継
続
し
て
組
織
結
成
を
促
進
し
、
結
成
率
向

上
に
努
め
ま
す
。

　
防
災
士
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
38
人
の
方
が
資

格
を
取
得
し
、
資
格
取
得
者
総
数
は
３
７
０
人
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
継
続
し
て
地
域
に
お
け
る
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
本
庁
舎
に
は
、
災
害
時
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
に
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
蓄
電

池
付
き
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、

３
月
末
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

　
今
後
の
豪
雨
災
害
や
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
自
主
防

災
組
織
の
未
結
成
地
区
の
組
織
化
、
及
び
組
織
活
動

の
活
性
化
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
販
売
戦
略
」
に
つ
い

て
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
意
識
し
た
市
場
動
向
や
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
の
市
場
調
査
、
さ

ら
に
販
売
促
進
を
図
る
た
め
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、「
大
分
の
野
菜
畑
　
豊

後
大
野
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
日
本
野
菜
ソ

ム
リ
エ
協
会
と
の
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

を
生
か
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
努
め
る

と
と
も
に
、
大
分
市
中
央
町
、
そ
し
て
東
京
都
台
東

区
に
開
設
し
た
情
報
発
信
拠
点
施
設
（
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）
や
、
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

に
よ
る
情
報
発
信
に

よ
り
、
知
名
度
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
第
３

次
農
業
振
興
計
画
の

初
年
度
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
第
２

次
農
業
振
興
計
画
の

検
証
を
踏
ま
え
、
人

づ
く
り
で
は
担
い
手
確
保
対
策
と
し
て
、
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
担
い
手
の
核
と
な
る
認
定
農
業
者
の
後
継
者
確

保
を
図
る
た
め
の
親
元
就
農
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
次
に
、
も
の
づ
く
り
で
は
「
大
分
の
野
菜
畑
　
豊

後
大
野
」
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
売
れ
る
も
の
づ

く
り
」
か
ら
「
売
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
」
ま
で
の
体

制
づ
く
り
を
強
化
す
る
た
め
、「
農
・
商
・
工
・
観
」

が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
知
名
度
と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
を
目
指
し
た
販
売
戦
略
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
方
、
産
地
収
益
力
の
向
上
を
目
指
し
た
農
業
構

造
の
再
編
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
遊
休
農
地
の
拡

大
防
止
と
農
用
地
の
有
効
的
か
つ
効
率
的
な
利
用
、

そ
し
て
適
正
な
利
用
が
図
れ
る
土
地
利
用
調
整
を
図

る
た
め
の
制
度
の
確
立
と
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
・
農
地
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進
や
農
地

中
間
管
理
事
業
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
九
州
横
断
道
路
を
生
か
し
た

産
業
集
積
と
定
住
促
進

　
昨
年
度
か
ら
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
よ
る
移
住

者
支
援
対
策
と
し
て
、
移
住
に
係
る
各
種
補
助
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
若
者
定
住
対
策
と

の
価
値
を
実
証
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
と
関
連
さ

せ
、
本
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
一
手
法
と
し

て
事
業
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
地
域
資
源
を
ジ
オ
パ
ー
ク
・
エ
コ
パ
ー

ク
・
生
物
多
様
性
の
視
点
か
ら
そ
の
価
値
を
高
め
て

い
き
、
こ
の
価
値
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
産
品
や
加
工
品
な
ど
の
付
加
価
値
と
し

て
、
昨
年
度
設
置
し
た
大
分
市
・
東
京
浅
草
の
情
報

発
信
拠
点
施
設
な
ど
で
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
後
大
野
の
大
地
に
育
ま
れ
た
自
然
景

観
・
文
化
歴
史
・
食
を
楽
し
む
時
を
「
里
の
旅
」
と

し
て
位
置
づ
け
、
里
の
旅
公
社
を
中
心
に
市
内
観
光

の
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
推
進
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

芸
術
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が

躍
動
す
る
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
社
会
教
育
の
中
核
施
設
で
あ
る
公
民
館
に
お
い
て

は
、
様
々
な
学
習
ニ
ー
ズ
や
活
動
を
支
援
す
る
体
制

と
環
境
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
情
報
が
広

く
地
域
住
民
に
周
知
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
相
談
や
指
導
・
助
言
も
で
き
る

頼
ら
れ
る
公
民
館
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
地
域
住
民
が
公
民
館
活
動

に
参
加
し
、「
人
と
人
を
つ
な
ぎ
地
域
の
絆
を
深
め

る
」
活
動
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
住
民
の
要
望

に
応
え
る
と
と
も
に
活
動
を
工
夫
し
な
が
ら
、
社
会

□
自
殺
対
策
事
業

□
食
育
推
進
事
業

②
地
域
福
祉
の
充
実

□
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る

□
災
害
時
に
お
け
る
地
域
福
祉
を
支
援
す
る

③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
の
充
実

□
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

□
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

④
高
齢
者
福
祉
の
充
実
〈
重
点
施
策
〉

　
・（
新
規
）
新
総
合
支
援
事
業

⑤
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

□
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

□
地
域
生
活
支
援
事
業

⑥
社
会
保
障
の
充
実

□
生
活
困
窮
者
の
自
立
を
支
援
す
る

□
生
活
保
護
の
適
正
化
を
図
る

⑶
豊
か
な
く
ら
し
と
安
心
を
実
感
で
き
る
ま
ち

①
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

□
市
道
維
持
管
理
事
業

□
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

②
上
下
水
道
の
整
備

□
上
水
道
等
を
整
備
す
る

□
生
活
排
水
処
理
を
推
進
す
る

③
住
宅
環
境
等
の
整
備

④
土
地
利
用
・
景
観
の
整
備

□
都
市
計
画
区
域
を
整
備
す
る

⑤
環
境
衛
生
の
推
進

□
廃
棄
物
対
策
を
充
実
す
る

□
葬
斎
場
等
の
適
正
管
理
、
公
衆
衛
生
を
推
進
す
る

⑥
移
住
・
定
住
の
促
進
〈
重
点
施
策
〉

・（
新
規
）
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
多
世
代
住
宅
改
修
事

業
補
助
金

⑦
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推
進

□
消
費
生
活
相
談
事
業

⑧
防
災
対
策
の
充
実
〈
重
点
施
策
〉

⑨
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

⑩
情
報
管
理
、
情
報
化
の
推
進

□
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に
伴
う
取
組

□
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
充
実
す
る

□
携
帯
電
話
不
感
地
域
を
狭
め
る

⑷
豊
か
さ
を
つ
な
ぐ
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
〈
重
点
施
策
〉

□
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業

　
・（
新
規
）
ま
ち
づ
く
り
創
生
交
付
金

□
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

②
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

□
自
治
基
本
条
例
関
連
事
業

③
広
域
連
携
の
推
進

□
大
分
都
市
広
域
圏
推
進
事
業

④
主
体
的
で
計
画
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

□
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
推
進
事
業

□
行
財
政
改
革
の
推
進
〈
重
点
施
策
〉

・（
継
続
）「
第
３
期
豊
後
大
野
市
行
財
政
改
革
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営

⑸
豊
か
な
心
と
学
ぶ
意
欲
を
育
む
ま
ち

①
学
校
教
育
の
充
実
〈
重
点
施
策
〉

□
教
育
内
容
・
教
育
体
制
を
充
実
す
る

・（
継
続
）
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

□
安
全
安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
る

・（
新
規
）
空
調
設
備
設
置
工
事
設
計
委
託
料

□
高
等
学
校
を
支
援
す
る

②
生
涯
学
習
の
充
実
〈
重
点
施
策
〉

□
生
涯
学
習
を
推
進
す
る

□
公
民
館
機
能
を
充
実
す
る

□
図
書
館
を
整
備
す
る

③
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

④
文
化
・
芸
術
の
振
興

⑤
文
化
財
等
の
保
存
・
継
承

□
国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
整
備
事
業
（
埋
蔵
文
化
財
）

⑥
人
権
尊
重
社
会
の
実
現

□
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
事
業
（
市
民
意
識
調
査
）

⑹
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
残
し
伝
え
る
ま
ち

①
ジ
オ
・
自
然
と
の
共
生
〈
重
点
施
策
〉

・（
新
規
）「
生
物
多
様
性
ぶ
ん
ご
お
お
の
戦
略
」

の
策
定

②
環
境
保
全
の
推
進

□
市
営
太
陽
光
発
電
所
管
理
事
業

□
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
〈
重
点
施
策
〉

・（
新
規
）「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定

□
環
境
美
化
活
動
を
推
進
す
る

平
成
28
年
度
重
点
施
策
と
主
な
事
業

　
昨
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
な
る
第
２
次
豊
後

大
野
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、
市
の
将
来
像
に
「
人

も
自
然
も
シ
ア
ワ
セ
な
ま
ち
」
と
掲
げ
、
今
後
は
市

民
誰
も
が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
住
み

続
け
た
い
。」
と
思
え
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教
育
・
生
涯
学
習
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら

朝
地
小
・
中
学
校
に
お

い
て
本
格
実
施
さ
れ
た

「
連
携
型
小
・
中
一
貫

教
育
」
は
、
昨
年
度
か

ら
は
全
て
の
町
に
お
い

て
取
組
が
始
ま
り
ま
し

た
。
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
協
働
に
よ
る
９
年

間
を
見
通
し
た
教
育
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
小
・
中
学

校
に
お
い
て
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
中
心
と
な

る
の
が
ジ
オ
サ
イ
ト
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
・
産

業
・
自
然
等
に
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で
す
。
郷

土
愛
の
育
成
と
と
も
に
学
ぶ
力
や
学
ぶ
意
欲
の
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、
遊
休
公
有
地

を
利
活
用
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保

　
昨
年
度
は
、
５
か
所
全
て
の
発
電
施
設
で
売
電
を

行
っ
て
お
り
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
の
売
電
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
全
て
の
発
電
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
、
売
電
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、
円

滑
な
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
振
興
に
は
本
市
が
持
っ
て
い
る
地
域

資
源
を
最
大
限
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
そ
の
地
域
資
源
と
は

１
　
自
然
に
恵
ま
れ
、
豊
饒
な
土
地
を
生
か
し
た
農

林
業
の
振
興

２
　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
自
然
景
観
と
素
晴

ら
し
い
伝
統
芸
能
、
文
化
を
生
か
し
た
観
光
振
興

３
　
森
林
や
水
資
源
等
の
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
地

域
振
興
　

４
　
高
齢
化
を
支
え
る
多
く
の
人
的
パ
ワ
ー
に
よ
る

安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
、
そ
し
て
公
共
交
通

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
地
域
内

で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
き
め
細
か
な
取
組
に
よ

る
自
治
活
動
の
向
上

が
基
本
で
す
。

⑴
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
し
ご
と
が
あ
る
ま
ち

①
農
業
の
振
興

□
農
業
経
営
基
盤
整
備
事
業

□
多
様
な
担
い
手
を
育
成
す
る
〈
重
点
施
策
〉

　
・（
新
規
）
後
継
ぎ
支
援
交
付
金

□
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

□
ブ
ラ
ン
ド
化
、
販
路
拡
大
を
強
化
す
る
〈
重
点
施
策
〉

□
遊
休
農
地
の
解
消
を
推
進
す
る

□
畜
産
業
を
支
援
す
る

□
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

②
林
業
の
振
興

③
工
業
の
振
興

④
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

⑤
観
光
の
振
興
〈
重
点
施
策
〉

　
・（
新
規
）「
観
光
振
興
計
画
」
の
策
定

□
観
光
振
興
補
助
事
業

□
観
光
施
設
管
理
事
業

⑥
雇
用
環
境
の
向
上

⑵
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
す
ま
ち

①
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

□
健
康
づ
く
り
増
進
事
業
　

□
母
子
保
健
事
業

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
具
現
化
す
る
た
め
、
６

つ
の
政
策
目
標
を
掲
げ
、
本
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
政

策
目
標
の
下
に
各
種
事
務
事
業
を
予
算
化
し
市
政
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲連携型小・中一貫教育のモデル校「朝地小・中学校」

も
と
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　４月１日から市役所の組織を一部変更します。
　豊後大野市は、行財政改革の一環として職員数の削減に取り組んでいますが、新たな行政需要に対応するため
限られた人員と財源を効率的に運用し、市民サービスの低下につながらない体制づくりを進めます。　　
※詳細については、以下のとおりです。

　組織の簡素化、業務の効率化を図るため支所保健師を本庁に集約します。平成28年度から本庁保健師が各町の担当者
となり、各町に出向き継続して業務を遂行していきます。

平成28年４月１日からの行政組織体制・職員配置の変更について

課 室 係 体制

②財政課（本庁舎４階）

①総務課（本庁舎４階）

総　　務　　課

（変）総務人事給与係
（廃）総務係
（廃）人事給与係
　　　法規係
　　　地域安全係
　　　秘書広報係

総務係と人事給与係を統合
総務人事給与係へ統合
総務人事給与係へ統合

●「総務係」と「人事給与係」を統合し「総務人事給与係」になります。

市民生活課

　　　戸籍住民係
　　　国保年金係
（変）健康推進係
（廃）健康長寿係
（廃）母子企画係
　　　食育係

健康長寿係と母子企画係を統合
健康推進係へ統合
健康推進係へ統合

係を新たに設置
係名を変更
係名を変更

●「健康長寿係」と「母子企画係」を統合し「健康推進係」になります。

財　　政　　課

（変）財政行革推進係
（廃）財政係
（廃）行革推進係
　　　管財係
　　　検査係

財政係と行革推進係を統合
財政行革推進係へ統合
財政行革推進係へ統合

●「財政係」と「行革推進係」を統合し「財政行革推進係」になります。

③市民生活課（本庁舎１階）

　　　財務管理室

　　　契約検査室

　　　健康推進室

④高齢者福祉課（本庁舎１階）

高齢者福祉課
（新）地域包括支援係
（変）いきいき高齢者係
（廃）高齢者福祉係
　　　介護保険係

●「地域包括ケア」をより推進するため、地域包括支援センターと共に事業実施する「地域包括支援係」を新設します。
　また、「高齢者福祉係」を「いきいき高齢者係」へ係名を変更します。

係を廃止
係を廃止
係を新たに設置
係を新たに設置

⑤上下水道課（本庁舎３階）

上下水道課
（廃）水道係
（廃）下水道係
（新）管理係
（新）工務係

●事業を円滑に進めるため｢水道係｣と「下水道係」を廃止し、新たに「管理係」と「工務係」を新設します。

係名を変更
係名を変更

⑥清川、緒方、朝地、大野、千歳、犬飼支所（各支所）

◎支所保健師は、本庁に集約します。

支　　　　所 （変）市民係
（廃）総務市民係

●「総務市民係」を「市民係」へ係名を変更します。

　就職・退職や転入・転出など、その生活の変化にあわせて国民健康保険や国民年金の届出が必要にな
ることがありますので、次のような時は、14日以内に市役所の窓口で手続きを行ってください。

★入院時の食事代の変更について
　平成28年４月から住民税課税世帯の入院時の食事代が１食260円から360円へと変更となります。低
所得者、難病・小児慢性特定疾病患者の金額は変更ありません。

①勤務先の健康保険をやめた、家族の勤務先の健康保険の扶養からはずれたなどの理由から国民
健康保険・国民年金（第１号被保険者）に入るとき

　（手続きに必要なもの）
　・社会保険資格喪失証明書など、勤務先の資格喪失日、資格を喪失した人がわかる書類
　・印鑑（認め印可）
　・年金手帳（20歳以上60歳未満）

②勤務先の健康保険に加入した、家族の勤務先の健康保険の被扶養者になったなどの理由から国
民健康保険をやめるとき（年金については勤務先の事業所が届出を行いますので、市役所への
届出は必要ありません。）

　（手続きに必要なもの）
　・今まで使っていた国民健康保険被保険者証（やめられる方全員分）
　・新しく加入した健康保険の被保険者証（新しく加入した方全員分）
　・印鑑（認め印可）

③他市町村から豊後大野市に転入した方
　・国民健康保険……勤務先の健康保険など他の健康保険に加入していない方は、国保の加入手続きが

　　　　　　　必要です。
　・国民年金…………住所変更届が必要です。また、転入前に退職し、加入手続きを行っていない方や

　　　　　　　保険料の免除の申請をしていない場合は、その手続きもできます。
　（手続きに必要なもの）
　・印鑑（認め印可）
　・年金手帳（20歳以上60歳未満）
　・国民年金保険料免除申請の場合は離職票、または雇用保険受給者資格者証等

④他市町村へ転出する方
　　・国民健康保険……豊後大野市国保をやめる手続きが必要です。転出後は豊後大野市国保の保険証は

使用できませんのでご注意ください。また、進学のために親元を離れる場合は、豊
後大野市国保に引き続き加入することもできますので、ご相談ください。

　（手続きに必要なもの）
　・印鑑（認め印可）
　・今まで使っていた国民健康保険被保険者証（転出する方全員分）
　　　※市内転居や世帯の異動があった場合にも届出が必要になる場合があります。
　・国民年金…………特に手続きは必要ありません。（転出先で行います。）

注）①～④の国民健康保険の手続きには、個人番号（マイナンバー）と本人確認ができる証明書等も必要とな
ります。

～国民健康保険、国民年金の届出を忘れずに～

問い合わせ先　市民生活課　国保年金係 　　0974-22-1001（内線 2128・2129）
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　４月１日から市役所の組織を一部変更します。
　豊後大野市は、行財政改革の一環として職員数の削減に取り組んでいますが、新たな行政需要に対応するため
限られた人員と財源を効率的に運用し、市民サービスの低下につながらない体制づくりを進めます。　　
※詳細については、以下のとおりです。

　組織の簡素化、業務の効率化を図るため支所保健師を本庁に集約します。平成28年度から本庁保健師が各町の担当者
となり、各町に出向き継続して業務を遂行していきます。

平成28年４月１日からの行政組織体制・職員配置の変更について

課 室 係 体制

②財政課（本庁舎４階）

①総務課（本庁舎４階）

総　　務　　課

（変）総務人事給与係
（廃）総務係
（廃）人事給与係
　　　法規係
　　　地域安全係
　　　秘書広報係

総務係と人事給与係を統合
総務人事給与係へ統合
総務人事給与係へ統合

●「総務係」と「人事給与係」を統合し「総務人事給与係」になります。

市民生活課

　　　戸籍住民係
　　　国保年金係
（変）健康推進係
（廃）健康長寿係
（廃）母子企画係
　　　食育係

健康長寿係と母子企画係を統合
健康推進係へ統合
健康推進係へ統合

係を新たに設置
係名を変更
係名を変更

●「健康長寿係」と「母子企画係」を統合し「健康推進係」になります。

財　　政　　課

（変）財政行革推進係
（廃）財政係
（廃）行革推進係
　　　管財係
　　　検査係

財政係と行革推進係を統合
財政行革推進係へ統合
財政行革推進係へ統合

●「財政係」と「行革推進係」を統合し「財政行革推進係」になります。

③市民生活課（本庁舎１階）

　　　財務管理室

　　　契約検査室

　　　健康推進室

④高齢者福祉課（本庁舎１階）

高齢者福祉課
（新）地域包括支援係
（変）いきいき高齢者係
（廃）高齢者福祉係
　　　介護保険係

●「地域包括ケア」をより推進するため、地域包括支援センターと共に事業実施する「地域包括支援係」を新設します。
　また、「高齢者福祉係」を「いきいき高齢者係」へ係名を変更します。

係を廃止
係を廃止
係を新たに設置
係を新たに設置

⑤上下水道課（本庁舎３階）

上下水道課
（廃）水道係
（廃）下水道係
（新）管理係
（新）工務係

●事業を円滑に進めるため｢水道係｣と「下水道係」を廃止し、新たに「管理係」と「工務係」を新設します。

係名を変更
係名を変更

⑥清川、緒方、朝地、大野、千歳、犬飼支所（各支所）

◎支所保健師は、本庁に集約します。

支　　　　所 （変）市民係
（廃）総務市民係

●「総務市民係」を「市民係」へ係名を変更します。

　就職・退職や転入・転出など、その生活の変化にあわせて国民健康保険や国民年金の届出が必要にな
ることがありますので、次のような時は、14日以内に市役所の窓口で手続きを行ってください。

★入院時の食事代の変更について
　平成28年４月から住民税課税世帯の入院時の食事代が１食260円から360円へと変更となります。低
所得者、難病・小児慢性特定疾病患者の金額は変更ありません。

①勤務先の健康保険をやめた、家族の勤務先の健康保険の扶養からはずれたなどの理由から国民
健康保険・国民年金（第１号被保険者）に入るとき

　（手続きに必要なもの）
　・社会保険資格喪失証明書など、勤務先の資格喪失日、資格を喪失した人がわかる書類
　・印鑑（認め印可）
　・年金手帳（20歳以上60歳未満）

②勤務先の健康保険に加入した、家族の勤務先の健康保険の被扶養者になったなどの理由から国
民健康保険をやめるとき（年金については勤務先の事業所が届出を行いますので、市役所への
届出は必要ありません。）

　（手続きに必要なもの）
　・今まで使っていた国民健康保険被保険者証（やめられる方全員分）
　・新しく加入した健康保険の被保険者証（新しく加入した方全員分）
　・印鑑（認め印可）

③他市町村から豊後大野市に転入した方
　・国民健康保険……勤務先の健康保険など他の健康保険に加入していない方は、国保の加入手続きが

　　　　　　　必要です。
　・国民年金…………住所変更届が必要です。また、転入前に退職し、加入手続きを行っていない方や

　　　　　　　保険料の免除の申請をしていない場合は、その手続きもできます。
　（手続きに必要なもの）
　・印鑑（認め印可）
　・年金手帳（20歳以上60歳未満）
　・国民年金保険料免除申請の場合は離職票、または雇用保険受給者資格者証等

④他市町村へ転出する方
　　・国民健康保険……豊後大野市国保をやめる手続きが必要です。転出後は豊後大野市国保の保険証は

使用できませんのでご注意ください。また、進学のために親元を離れる場合は、豊
後大野市国保に引き続き加入することもできますので、ご相談ください。

　（手続きに必要なもの）
　・印鑑（認め印可）
　・今まで使っていた国民健康保険被保険者証（転出する方全員分）
　　　※市内転居や世帯の異動があった場合にも届出が必要になる場合があります。
　・国民年金…………特に手続きは必要ありません。（転出先で行います。）

注）①～④の国民健康保険の手続きには、個人番号（マイナンバー）と本人確認ができる証明書等も必要とな
ります。

～国民健康保険、国民年金の届出を忘れずに～

問い合わせ先　市民生活課　国保年金係 　　0974-22-1001（内線 2128・2129）
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問い合わせ先　環境衛生課　衛生係　　0974-22-1001（内線 2302）

問い合わせ先　社会福祉課　こども支援係　　0974-22-1001（内線 2153）

問い合わせ先　日本赤十字社豊後大野市地区（社会福祉課　総務監査係内）　　0974-22-1001（内線 2144）

////////////////////////////////////////////////////////////////////////

選挙人名簿の登録制度の改正について

　豊後大野市では、住みなれた地域で安心して暮らし続けることができるよう、行政や福祉等の関係機関と住
民が一体となって支え合うことができる地域の仕組みづくりに取り組むための指針となる計画として「豊後大
野市地域福祉計画」を策定しています。
　現在の計画期間が平成28年度で終了することに伴い、平成29年度から平成33年度までの新たな計画を作
成するにあたり、委員の公募を行います。

　１．応募資格
①豊後大野市の住民基本台帳に記載されている方で、引き続き１年以上市内に居住している方
②豊後大野市の地域福祉に関心があり、積極的に関与する意思のある方
③年齢が募集締切日の時点で満20歳以上の方
④議会議員、各種の行政委員その他審議会等の委員でない方
⑤社会福祉を目的とする事業者、社会福祉に関する活動を行う方及び公務員でない方

　２．募集人員　若干名
　３．応募方法　・所定の応募用紙に必要事項を記入して提出してください。応募用紙の請求・提出先は、社

会福祉課総務監査係または各支所市民係です。
　　　　　　・応募書類は、返却いたしません。

　４．応募期間　平成28年５月２日（月）まで（郵送の場合は当日消印有効）
　５．選考方法　豊後大野市地域福祉計画策定委員選考会で選考します。選考結果については、本人宛に書面で

通知します。
　　　　　　なお、選考についての問い合わせには一切応じませんので、あらかじめご了承ください。

　選挙権年齢が、満20歳以上から満18歳以上に引き下げられます。この改正法は、平成28年６月19日以降
に公示される衆議院議員総選挙または参議院議員通常選挙から適用されます。また、これまでは、選挙人名簿
の登録要件を満たしていても、新有権者などが選挙人名簿に登録される前に転出してしまうと、新旧どちらの
住所地でも名簿登録されず、投票することができないケースがありました。そこで、そのような方を旧住所地
で名簿登録（住民票の登録期間が３か月以上あった旧住所地から転出後４か月を経過しない方）し投票できる
よう改正が行われました。この改正法は、選挙権年齢の引き下げに合わせて実施されます。なお、修学のため
寮や下宿などに居住している方で、現在居住する市区町村に住民票を移していない方は、従来通り投票するこ
とができません。進学や就職などで引っ越したら住民票を移しましょう！

　平成27年度の社資募集額は3,776,410円となりました。皆さまのご協力ありがとうございました。
　日本赤十字社は、赤十字の人道的使命に基づき、国内外の支援を必要とする人々に、広く
愛の手を差し伸べるべくさまざまな活動を積極的に展開しています。
　今後も日本赤十字社に対するご理解とご協力をお願い申し上げます。

　豊後大野市では、市民の皆さんの参加による幅広い支え合いの地域づ
くりを推進するため、介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）を
開始しました。
　そこで、新たなサービス「生活援助サポーター事業」「元気クラブ」の
サポーター（サービス提供者）を募集します。
　このサポーターとして活動するためには、「いきいき生活応援隊員」の
養成講座及びサポーターとしての専門研修を受講していただきます。地
域での活躍の一歩を踏み出してみませんか。
　なお、サポーター活動に対して１回につき旅費500円を受け取る事が
できます。

いきいき生活応援隊員の下記の３つの業務に従事します。
　①有償ボランティア・運動推進ボランティア（社協の登録ボランティアとして従事）
　②生活援助サポーター（利用者宅へ訪問して調理、掃除機かけ、ごみ出し等の生活援助サービス）
　③基幹型介護予防サポーター（ミニデイサービス「元気クラブ」での体操・認知機能訓練指導）

養成講座及び専門研修の受講料
は無料です。
養成講座は５日間で概ね20時
間、生活援助サポーター専門研
修は５日間で概ね20時間、元気
クラブサポーター専門研修は４
日間で概ね８時間の講義と８日
間（１日約４時間）の実技指導
を予定しています。

豊後大野市地域福祉計画策定委員の公募について豊後大野市地域福祉計画策定委員の公募について

問い合わせ先　社会福祉課　総務監査係　　0974-22-1001（内線 2145）

問い合わせ先　選挙管理委員会事務局　　0974-22-1001（内線 2460・2461）
問い合わせ先　高齢者福祉課　いきいき高齢者係　 　0974-22-1001（内線 2173）
　　　　　　　豊後大野市社会福祉協議会　 ☎0974-22-6677　　　　　　　　

日本赤十字社社資募集にご協力ありがとうございました

　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬の所有者には一生に１回の「登録」と、年１回の「狂犬病予防注
射の接種」が義務づけられています。また、所有者の変更や犬の転入・転出が発生した場合、愛犬が亡くなっ
てしまった場合にも届出をする必要があります。いずれも市役所環境衛生課もしくは各支所市民係で受付を
行っています。
【平成28年度狂犬病予防注射集合注射】
　４月11日（月）から５月20日（金）の間、各地域の公民館等で平成28年度狂犬病予防集合注射を行いま
す。詳細な日程につきましては、後日、現在犬の登録をされている所有者のご自宅に「狂犬病予防注射案内
及び受付票」を送付いたしますので、内容をご確認いただき当日ご持参ください。なお、集合注射会場でお
支払いいただく注射代金は3,070円（１頭当たり）です。お間違えのないよう宜しくお願いいたします。
【マナーアップ】
　　散歩中のフンは、事前に準備した袋等により飼い主の責任で必ず片付けるようにしましょう。

　参加者がそれぞれに抱えている悩みや関心のあることについて、みんなで話し合いながら学んでいきま
す。一人で悩まず、頑張らず、交流を楽しみながら、子どもからほんの少し離れて（託児は無料！）自分を
見つめ直し心がホッと軽くなるプログラムです。
　　●日　　時　　５月11日～６月15日
　　　　　　　　　毎週水曜日（全６回）10時～12時
　　●場　　所　　市役所２階　第１会議室（託児は市役所２階 和室）
　　●対　　象　　０歳～５歳までのお子さんがいて全６回参加可能な方
　　●募集人数　　先着12人
　　●進　　行　　ＮＰファシリテーター　佐藤恵美子、浦松祥子
　　●参 加 料　　無料　ただし、参加者のお菓子代として初回に300円を集めます。
　　●申込期限　　５月２日（月）
　　●そ の 他　　託児（無料）を希望される方は、事前に申し込みください。
【参加者の声】
・同じように悩んでいるママたちがいるとわかりスッキリした。
・引越ししてきて知り合いが少なかったのが、一気に知り合いが増え、児童館に行ったりすることが楽し
くなった。

・子どもも初めてママから離れるという体験をして、成長した姿が見れたのでよかった。
・子どもの成長や変化をより楽しめるようになった。

犬の登録及び狂犬病予防注射について

「こそだてホッとたいむ」参加者募集

いきいき生活応援隊員（介護予防支援ボランティア）募集

※詳細は下記へお問い合わせいただくか、市ホームページをご確認ください。
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問い合わせ先　環境衛生課　衛生係　　0974-22-1001（内線 2302）

問い合わせ先　社会福祉課　こども支援係　　0974-22-1001（内線 2153）

問い合わせ先　日本赤十字社豊後大野市地区（社会福祉課　総務監査係内）　　0974-22-1001（内線 2144）

////////////////////////////////////////////////////////////////////////

選挙人名簿の登録制度の改正について

　豊後大野市では、住みなれた地域で安心して暮らし続けることができるよう、行政や福祉等の関係機関と住
民が一体となって支え合うことができる地域の仕組みづくりに取り組むための指針となる計画として「豊後大
野市地域福祉計画」を策定しています。
　現在の計画期間が平成28年度で終了することに伴い、平成29年度から平成33年度までの新たな計画を作
成するにあたり、委員の公募を行います。

　１．応募資格
①豊後大野市の住民基本台帳に記載されている方で、引き続き１年以上市内に居住している方
②豊後大野市の地域福祉に関心があり、積極的に関与する意思のある方
③年齢が募集締切日の時点で満20歳以上の方
④議会議員、各種の行政委員その他審議会等の委員でない方
⑤社会福祉を目的とする事業者、社会福祉に関する活動を行う方及び公務員でない方

　２．募集人員　若干名
　３．応募方法　・所定の応募用紙に必要事項を記入して提出してください。応募用紙の請求・提出先は、社

会福祉課総務監査係または各支所市民係です。
　　　　　　・応募書類は、返却いたしません。

　４．応募期間　平成28年５月２日（月）まで（郵送の場合は当日消印有効）
　５．選考方法　豊後大野市地域福祉計画策定委員選考会で選考します。選考結果については、本人宛に書面で

通知します。
　　　　　　なお、選考についての問い合わせには一切応じませんので、あらかじめご了承ください。

　選挙権年齢が、満20歳以上から満18歳以上に引き下げられます。この改正法は、平成28年６月19日以降
に公示される衆議院議員総選挙または参議院議員通常選挙から適用されます。また、これまでは、選挙人名簿
の登録要件を満たしていても、新有権者などが選挙人名簿に登録される前に転出してしまうと、新旧どちらの
住所地でも名簿登録されず、投票することができないケースがありました。そこで、そのような方を旧住所地
で名簿登録（住民票の登録期間が３か月以上あった旧住所地から転出後４か月を経過しない方）し投票できる
よう改正が行われました。この改正法は、選挙権年齢の引き下げに合わせて実施されます。なお、修学のため
寮や下宿などに居住している方で、現在居住する市区町村に住民票を移していない方は、従来通り投票するこ
とができません。進学や就職などで引っ越したら住民票を移しましょう！

　平成27年度の社資募集額は3,776,410円となりました。皆さまのご協力ありがとうございました。
　日本赤十字社は、赤十字の人道的使命に基づき、国内外の支援を必要とする人々に、広く
愛の手を差し伸べるべくさまざまな活動を積極的に展開しています。
　今後も日本赤十字社に対するご理解とご協力をお願い申し上げます。

　豊後大野市では、市民の皆さんの参加による幅広い支え合いの地域づ
くりを推進するため、介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）を
開始しました。
　そこで、新たなサービス「生活援助サポーター事業」「元気クラブ」の
サポーター（サービス提供者）を募集します。
　このサポーターとして活動するためには、「いきいき生活応援隊員」の
養成講座及びサポーターとしての専門研修を受講していただきます。地
域での活躍の一歩を踏み出してみませんか。
　なお、サポーター活動に対して１回につき旅費500円を受け取る事が
できます。

いきいき生活応援隊員の下記の３つの業務に従事します。
　①有償ボランティア・運動推進ボランティア（社協の登録ボランティアとして従事）
　②生活援助サポーター（利用者宅へ訪問して調理、掃除機かけ、ごみ出し等の生活援助サービス）
　③基幹型介護予防サポーター（ミニデイサービス「元気クラブ」での体操・認知機能訓練指導）

養成講座及び専門研修の受講料
は無料です。
養成講座は５日間で概ね20時
間、生活援助サポーター専門研
修は５日間で概ね20時間、元気
クラブサポーター専門研修は４
日間で概ね８時間の講義と８日
間（１日約４時間）の実技指導
を予定しています。

豊後大野市地域福祉計画策定委員の公募について豊後大野市地域福祉計画策定委員の公募について

問い合わせ先　社会福祉課　総務監査係　　0974-22-1001（内線 2145）

問い合わせ先　選挙管理委員会事務局　　0974-22-1001（内線 2460・2461）
問い合わせ先　高齢者福祉課　いきいき高齢者係　 　0974-22-1001（内線 2173）
　　　　　　　豊後大野市社会福祉協議会　 ☎0974-22-6677　　　　　　　　

日本赤十字社社資募集にご協力ありがとうございました

　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬の所有者には一生に１回の「登録」と、年１回の「狂犬病予防注
射の接種」が義務づけられています。また、所有者の変更や犬の転入・転出が発生した場合、愛犬が亡くなっ
てしまった場合にも届出をする必要があります。いずれも市役所環境衛生課もしくは各支所市民係で受付を
行っています。
【平成28年度狂犬病予防注射集合注射】
　４月11日（月）から５月20日（金）の間、各地域の公民館等で平成28年度狂犬病予防集合注射を行いま
す。詳細な日程につきましては、後日、現在犬の登録をされている所有者のご自宅に「狂犬病予防注射案内
及び受付票」を送付いたしますので、内容をご確認いただき当日ご持参ください。なお、集合注射会場でお
支払いいただく注射代金は3,070円（１頭当たり）です。お間違えのないよう宜しくお願いいたします。
【マナーアップ】
　　散歩中のフンは、事前に準備した袋等により飼い主の責任で必ず片付けるようにしましょう。

　参加者がそれぞれに抱えている悩みや関心のあることについて、みんなで話し合いながら学んでいきま
す。一人で悩まず、頑張らず、交流を楽しみながら、子どもからほんの少し離れて（託児は無料！）自分を
見つめ直し心がホッと軽くなるプログラムです。
　　●日　　時　　５月11日～６月15日
　　　　　　　　　毎週水曜日（全６回）10時～12時
　　●場　　所　　市役所２階　第１会議室（託児は市役所２階 和室）
　　●対　　象　　０歳～５歳までのお子さんがいて全６回参加可能な方
　　●募集人数　　先着12人
　　●進　　行　　ＮＰファシリテーター　佐藤恵美子、浦松祥子
　　●参 加 料　　無料　ただし、参加者のお菓子代として初回に300円を集めます。
　　●申込期限　　５月２日（月）
　　●そ の 他　　託児（無料）を希望される方は、事前に申し込みください。
【参加者の声】
・同じように悩んでいるママたちがいるとわかりスッキリした。
・引越ししてきて知り合いが少なかったのが、一気に知り合いが増え、児童館に行ったりすることが楽し
くなった。

・子どもも初めてママから離れるという体験をして、成長した姿が見れたのでよかった。
・子どもの成長や変化をより楽しめるようになった。

犬の登録及び狂犬病予防注射について

「こそだてホッとたいむ」参加者募集

いきいき生活応援隊員（介護予防支援ボランティア）募集

※詳細は下記へお問い合わせいただくか、市ホームページをご確認ください。
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問い合わせ先　環境衛生課　環境係　　0974-22-1001（内線 2303）

問い合わせ先　上下水道課　管理係　　0974-22-1001（内線 2372）

問い合わせ先　環境衛生課　環境係　　0974-22-1001（内線 2303）

豊後大野市飲料用水施設改善に関する補助事業について

合併処理浄化槽の上乗せ補助は今年度で終わります

生ごみ減量化・再資源化推進事業について

　豊後大野市では、市民の健康増進と公衆衛生の確保及び生活環境の改善を図るため市内の飲料用水施設の新
設に係る費用の一部を助成しています。
　対象となる飲料用水施設は「市内居住者の２世帯以上を有する地区が共同で設置及び管理する施設で、公営
水道区域外の飲料用水施設であること」また、「隣接する住宅との距離が概ね100ｍ以上あるため共同で設置
及び管理することが困難な場合において、１世帯のみで設置及び管理する施設」となっています。
　補助対象は、新規の井戸（ボーリングを含む）の掘削及び新規水道施設工事に要する費用とし、１件当たり
30万円以上400万円以下としています。
　補助金の額は、共同で設置及び管理する施設については費用の額の３分の１以内の額を予算の範囲内で交付
します。ただし１世帯のみで設置及び管理する施設に係る補助金については１件当たり30万円を限度としま
す。
　その他、詳細（補助要綱等）につきましては、環境衛生課環境係または、各支所市民係へご相談ください。

　平成26年度から始まった県の上乗せ補助金（10万円）は28年度で終了します。
　くみ取り便槽や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換をお考えの方はお早めにお申し込みください。

　　　●補助金額
　　　　（上限額）
　　　　　　　　　※浄化槽の人槽は、住宅の面積などで決められます。
　　　●対象地域　公共下水道・農業集落排水施設の処理区域外の地域
　　　●補助対象　一般の住宅
　　　　　　　　　小規模店舗等を併設した住宅は、居住部分の面積が２分の１以上必要です。
　　　　　　　　　貸付・販売を目的とした住宅や新築の住宅は、補助の対象となりません。
　　　●対象経費　合併処理浄化槽を設置する経費

　この補助金には、交付条件がありますので、工事の着工前にお問い合わせください。また、予算には限りが
ありますので、お早めにお申し込みください。

　家庭ごみの減量化・再資源化を推進するために、生ごみ処理容器（コンポスター）
給付事業を実施します。
　受付け開始は４月１日（金）からです。

　　●手続き　　
　　　・給付申請書を提出。（環境衛生課または各支所市民係）
　　　・給付決定通知書が届いたら負担金2,500円／基を納付し指定日にコンポスターを受け取る。
　　●給付条件　
　　　・申請は設置予定者が行ってください。

　　※給付基数に限りがありますので、希望される方はお早めに申請してください。

５人槽
532,000円

７人槽
614,000円

10人槽
748,000円

　平成27年10月1日を基準日として、5年に1度の国勢調査が全国一斉
に実施されました。調査へのご協力誠にありがとうございました。
　このたび、人口・世帯の速報集計結果が公表され、豊後大野市の人口
は36,598人で、前回（平成22年）と比べて、2,854人の減少、世帯
数は14,223世帯で、631世帯の減少となっています。
　なお、確報値は平成28年10月公表予定であり、今回の速報値とは異
なる場合があります。

豊後大野市の人口は

36,598人
～平成27年国勢調査人口速報集計結果～

です。

問い合わせ先　まちづくり推進課　地域振興係　　0974-22-1001（内線 2446）

　ぶんごおおのケーブルテレビ制作番組、ジオパーク情報局　ぐるっとぞっこ
ん♥ぶんごおおのを一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟が運営するサイト「じ
もテレ」にて配信しています。
　インターネットに繋がれば閲覧することができます。
　２月から過去に放送した分を順次アップしていますので、ぜひご覧ください。
　ホームページ：https://jimotv.jp/

ぐるっとぞっこん♥ぶんごおおの ネット配信開始！

問い合わせ先　情報推進課　ケーブルテレビ管理係 　　0974-34-3334

　大分市中心部ガレリア竹町にある豊後大野市情報発信拠点施設「ぶ
んご大野bureau(ビューロ)　大地の物語」。
　この施設は豊後大野市の様々な情報を発信し、多くの方にその魅力
を伝え、知名度向上、交流人口の増加、特産品販路拡大等へ繋いでい
くことを目指しています。
　現在、施設では豊後大野市の特産品の展示・販売を行っています。
　今後も幅広く魅力を伝えていくために新たな取扱商品を募集します。
　作った商品を市外で売りたい、新たな販路を探している、売れる商
品か試してみたい等、取扱いを希望される事業者の方は市役所までご連絡をお願いします。
　なお、個人でのお申し込みは受付いたしませんのであらかじめご了承ください。

【取扱商品の要件】
①販 売 形 態　　委託販売
②取 扱 商 品　　加工品・工芸品（お米・乾物含む）

※但し、豊後大野市産品であり豊後大野市内で購入できる場所（店舗及び小売店等）
がある商品。また、原則として賞味期限が２週間以上の商品に限ります。

③販売手数料　　なし
④送 料 負 担　　事業者負担　
　　　　　　　　※納品は店舗までの持ち込みもしくは配送をお願いします。
⑤販 売 価 格　　内税
　　　　　　　　※販売商品に価格表示（シール貼付等）をお願いします。
◇売上金支払い方法、返品条件等、詳細につきましては、お申し込みの際にご説明いたします。
◇スペースの都合等により、一度に展示・販売する商品の数に限りがありますことをあらかじめご了
承願います。

◇本要件は、運用をする中で変更をさせていただく場合があります。

「ぶんご大野b u r e a u 　大地の物語」

取扱商品を募集します！

ビ ュ ー ロ

問い合わせ先　商工観光課　地域経済振興係　　0974-22-1001（内線 2452）

ジオパーク情報局ジオパーク情報局

豊後大野市

情報発信拠点

じもテレ   検索
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問い合わせ先　環境衛生課　環境係　　0974-22-1001（内線 2303）

問い合わせ先　上下水道課　管理係　　0974-22-1001（内線 2372）

問い合わせ先　環境衛生課　環境係　　0974-22-1001（内線 2303）

豊後大野市飲料用水施設改善に関する補助事業について

合併処理浄化槽の上乗せ補助は今年度で終わります

生ごみ減量化・再資源化推進事業について

　豊後大野市では、市民の健康増進と公衆衛生の確保及び生活環境の改善を図るため市内の飲料用水施設の新
設に係る費用の一部を助成しています。
　対象となる飲料用水施設は「市内居住者の２世帯以上を有する地区が共同で設置及び管理する施設で、公営
水道区域外の飲料用水施設であること」また、「隣接する住宅との距離が概ね100ｍ以上あるため共同で設置
及び管理することが困難な場合において、１世帯のみで設置及び管理する施設」となっています。
　補助対象は、新規の井戸（ボーリングを含む）の掘削及び新規水道施設工事に要する費用とし、１件当たり
30万円以上400万円以下としています。
　補助金の額は、共同で設置及び管理する施設については費用の額の３分の１以内の額を予算の範囲内で交付
します。ただし１世帯のみで設置及び管理する施設に係る補助金については１件当たり30万円を限度としま
す。
　その他、詳細（補助要綱等）につきましては、環境衛生課環境係または、各支所市民係へご相談ください。

　平成26年度から始まった県の上乗せ補助金（10万円）は28年度で終了します。
　くみ取り便槽や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換をお考えの方はお早めにお申し込みください。

　　　●補助金額
　　　　（上限額）
　　　　　　　　　※浄化槽の人槽は、住宅の面積などで決められます。
　　　●対象地域　公共下水道・農業集落排水施設の処理区域外の地域
　　　●補助対象　一般の住宅
　　　　　　　　　小規模店舗等を併設した住宅は、居住部分の面積が２分の１以上必要です。
　　　　　　　　　貸付・販売を目的とした住宅や新築の住宅は、補助の対象となりません。
　　　●対象経費　合併処理浄化槽を設置する経費

　この補助金には、交付条件がありますので、工事の着工前にお問い合わせください。また、予算には限りが
ありますので、お早めにお申し込みください。

　家庭ごみの減量化・再資源化を推進するために、生ごみ処理容器（コンポスター）
給付事業を実施します。
　受付け開始は４月１日（金）からです。

　　●手続き　　
　　　・給付申請書を提出。（環境衛生課または各支所市民係）
　　　・給付決定通知書が届いたら負担金2,500円／基を納付し指定日にコンポスターを受け取る。
　　●給付条件　
　　　・申請は設置予定者が行ってください。

　　※給付基数に限りがありますので、希望される方はお早めに申請してください。

５人槽
532,000円

７人槽
614,000円

10人槽
748,000円

　平成27年10月1日を基準日として、5年に1度の国勢調査が全国一斉
に実施されました。調査へのご協力誠にありがとうございました。
　このたび、人口・世帯の速報集計結果が公表され、豊後大野市の人口
は36,598人で、前回（平成22年）と比べて、2,854人の減少、世帯
数は14,223世帯で、631世帯の減少となっています。
　なお、確報値は平成28年10月公表予定であり、今回の速報値とは異
なる場合があります。

豊後大野市の人口は

36,598人
～平成27年国勢調査人口速報集計結果～

です。

問い合わせ先　まちづくり推進課　地域振興係　　0974-22-1001（内線 2446）

　ぶんごおおのケーブルテレビ制作番組、ジオパーク情報局　ぐるっとぞっこ
ん♥ぶんごおおのを一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟が運営するサイト「じ
もテレ」にて配信しています。
　インターネットに繋がれば閲覧することができます。
　２月から過去に放送した分を順次アップしていますので、ぜひご覧ください。
　ホームページ：https://jimotv.jp/

ぐるっとぞっこん♥ぶんごおおの ネット配信開始！

問い合わせ先　情報推進課　ケーブルテレビ管理係 　　0974-34-3334

　大分市中心部ガレリア竹町にある豊後大野市情報発信拠点施設「ぶ
んご大野bureau(ビューロ)　大地の物語」。
　この施設は豊後大野市の様々な情報を発信し、多くの方にその魅力
を伝え、知名度向上、交流人口の増加、特産品販路拡大等へ繋いでい
くことを目指しています。
　現在、施設では豊後大野市の特産品の展示・販売を行っています。
　今後も幅広く魅力を伝えていくために新たな取扱商品を募集します。
　作った商品を市外で売りたい、新たな販路を探している、売れる商
品か試してみたい等、取扱いを希望される事業者の方は市役所までご連絡をお願いします。
　なお、個人でのお申し込みは受付いたしませんのであらかじめご了承ください。

【取扱商品の要件】
①販 売 形 態　　委託販売
②取 扱 商 品　　加工品・工芸品（お米・乾物含む）

※但し、豊後大野市産品であり豊後大野市内で購入できる場所（店舗及び小売店等）
がある商品。また、原則として賞味期限が２週間以上の商品に限ります。

③販売手数料　　なし
④送 料 負 担　　事業者負担　
　　　　　　　　※納品は店舗までの持ち込みもしくは配送をお願いします。
⑤販 売 価 格　　内税
　　　　　　　　※販売商品に価格表示（シール貼付等）をお願いします。
◇売上金支払い方法、返品条件等、詳細につきましては、お申し込みの際にご説明いたします。
◇スペースの都合等により、一度に展示・販売する商品の数に限りがありますことをあらかじめご了
承願います。

◇本要件は、運用をする中で変更をさせていただく場合があります。

「ぶんご大野b u r e a u 　大地の物語」

取扱商品を募集します！

ビ ュ ー ロ

問い合わせ先　商工観光課　地域経済振興係　　0974-22-1001（内線 2452）

ジオパーク情報局ジオパーク情報局

豊後大野市

情報発信拠点

じもテレ   検索
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平成27年度 豊後大野市バス停コンテスト表彰式

第20回九州環境教育ミーティングが開催されました

御嶽山桜ロード再生事業

　２月29日、豊後大野市地域公共交通活性化協議会（会長：赤嶺謙二副
市長）が、平成26年10月からの１年間でコミュニティバスの利用者が多
かったバス停を管理している地区並びにバス停周辺の環境整備にご尽力
いただいている団体、またバスの優良乗務員を表彰しました。
　受賞された皆さんのご協力で、地域の皆さんの憩いの場としても活用
できるようになり、それがバスの利用増加にもつながっているようです。
　公共交通は多くの皆さんの支えで成り立っています。今後も多くの皆
さんに利用していただけるよう取り組んでまいります。

　九州環境教育ミーティングが３月５日、６日に竹田市久住町で開催されました。
　環境教育、環境保全、地域づくりなどに関心のある九州各地の個人・団体・企業・行政などが交流し、お互いに学び
あいました。豊後大野市では、２会場で分科会が開催され、緒方町長谷川地区では、『今と昔、宮崎と大分をつなぐ“魂
の物語”～物語を活かした集落づくりを考える～』として、地元の皆さんと参加者が交流し、高千穂町と長谷川集落の
物語を活かした集落作りを考えました。また、俚楽の郷では『どう活かす!?ジオパーク・エコパークのブランド力』と
して、ジオガイドの皆さんと参加者が原尻の滝周辺を散策し、ジオパーク・エコパークというブランドを活かした地域
づくりについて考えました。

　２月19日に清川まちづくり協議会の主催で「御
嶽山桜ロード再生事業」が行われました。NPO瀬
戸内オリーブ基金と緑の募金事業から助成を受
け、ソメイヨシノの苗を110本植えました。植樹作
業は、しいのみ保育園児、清川小学校６年生、清
川中学校３年生、地域の方など総勢120人の参加が
ありました。中学３年生は卒業記念樹として、自
分の名前の札をつけました。幅広い世代でグルー
プになり作業したことで、世代間交流ができ楽し
いひと時を過ごすことができました。開花時期に
なったらぜひ御嶽山に桜を見に来てください。

100歳のお誕生日おめでとうございます

地域のリーダーとして活躍　衞藤 タツコ さん（緒方町）
　２月26日、緒方町馬場区の衞藤タツコさんが100歳のお誕生日を
迎えられました。タツコさんは同町下自在区のご出身で、結婚後、結
核などを研究されていたご主人と旧満州へ渡られたそうです。ご主人
が亡くなると緒方町に帰り、駅前で喫茶店を営み２人の息子を育て
られました。
　地域では、大野郡母子福祉会長や給食ボランティア、詩吟の指導
者などの活動に精力的に取り組まれました。当日は多くの家族や親戚
に囲まれ、賑やかなお誕生日となりました。

60代からは趣味に熱中　後藤 喜代子 さん（三重町）
　２月28日、三重町宇対瀬区の後藤喜代子さんが100歳のお誕生日
を迎えられました。喜代子さんは同町宮尾区のご出身で、結婚して
ご主人と共に農業を営まれました。しかし、ご主人を早くに亡くさ
れ、大変な苦労をされたそうです。60代になり息子に仕事を譲って
からは、趣味の手芸やゲートボールに熱中し思い切り楽しまれてい
たそうです。また、魚釣りも趣味で近くの大野川にハエ釣りに出か
けられていたそうです。夜遅くなっても帰って来ないため、ご家族
が心配することもあったとか。現在は同町の施設に入所されている
喜代子さん。当日はご家族や施設の入所者の方たち、スタッフの皆
さんに囲まれ、盛大なお誕生日会が催されました。

ご近所やヘルパーさんに感謝　清松 千代 さん（朝地町）
　３月４日、朝地町宮生東区の清松千代さんが100歳のお誕生日を
迎えられました。ご主人を30年ほど前に亡くしてからは生まれ育っ
たご自宅で、一人で暮らす千代さん。ヘルパーさんやご近所の方の
訪問を楽しみにしているそうです。ご自身で考案した体操を日課に
しているためか、全く風邪をひいたことがないとのこと。また、日
記をつける習慣もあり、日々の出来事や来訪者を記しているそうで
す。100歳を迎えての感想をお尋ねすると、「ヘルパーさんや近所の
人に良くしてもらっています。自分でもこんなに長生きするとは思
わなかった」と笑顔で話していただきました。

快適なバス停
づくりに貢献　

旅行が大好きだった　後藤 利夫 さん（犬飼町）
　２月20日、犬飼町一部区の後藤利夫さんが100歳のお誕生日を迎
えられました。戦時中は旧満州やシンガポールなどを転戦し、戦後
は同町で建設作業などに従事し、１男３女を育てられました。旅行
好きでどこでも行くのが好きだったという利夫さん。子どもたちを
めったに怒ることもなく温厚な性格だったとか。また、機械いじり
が趣味で、よくラジオの組立や自転車の整備などをされていたそう
です。現在は奥さんと２人で大分市の施設に入所され、のんびりと
過ごされています。いつまでも元気でお過ごしください。
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平成27年度 豊後大野市バス停コンテスト表彰式

第20回九州環境教育ミーティングが開催されました

御嶽山桜ロード再生事業

　２月29日、豊後大野市地域公共交通活性化協議会（会長：赤嶺謙二副
市長）が、平成26年10月からの１年間でコミュニティバスの利用者が多
かったバス停を管理している地区並びにバス停周辺の環境整備にご尽力
いただいている団体、またバスの優良乗務員を表彰しました。
　受賞された皆さんのご協力で、地域の皆さんの憩いの場としても活用
できるようになり、それがバスの利用増加にもつながっているようです。
　公共交通は多くの皆さんの支えで成り立っています。今後も多くの皆
さんに利用していただけるよう取り組んでまいります。

　九州環境教育ミーティングが３月５日、６日に竹田市久住町で開催されました。
　環境教育、環境保全、地域づくりなどに関心のある九州各地の個人・団体・企業・行政などが交流し、お互いに学び
あいました。豊後大野市では、２会場で分科会が開催され、緒方町長谷川地区では、『今と昔、宮崎と大分をつなぐ“魂
の物語”～物語を活かした集落づくりを考える～』として、地元の皆さんと参加者が交流し、高千穂町と長谷川集落の
物語を活かした集落作りを考えました。また、俚楽の郷では『どう活かす!?ジオパーク・エコパークのブランド力』と
して、ジオガイドの皆さんと参加者が原尻の滝周辺を散策し、ジオパーク・エコパークというブランドを活かした地域
づくりについて考えました。

　２月19日に清川まちづくり協議会の主催で「御
嶽山桜ロード再生事業」が行われました。NPO瀬
戸内オリーブ基金と緑の募金事業から助成を受
け、ソメイヨシノの苗を110本植えました。植樹作
業は、しいのみ保育園児、清川小学校６年生、清
川中学校３年生、地域の方など総勢120人の参加が
ありました。中学３年生は卒業記念樹として、自
分の名前の札をつけました。幅広い世代でグルー
プになり作業したことで、世代間交流ができ楽し
いひと時を過ごすことができました。開花時期に
なったらぜひ御嶽山に桜を見に来てください。

100歳のお誕生日おめでとうございます

地域のリーダーとして活躍　衞藤 タツコ さん（緒方町）
　２月26日、緒方町馬場区の衞藤タツコさんが100歳のお誕生日を
迎えられました。タツコさんは同町下自在区のご出身で、結婚後、結
核などを研究されていたご主人と旧満州へ渡られたそうです。ご主人
が亡くなると緒方町に帰り、駅前で喫茶店を営み２人の息子を育て
られました。
　地域では、大野郡母子福祉会長や給食ボランティア、詩吟の指導
者などの活動に精力的に取り組まれました。当日は多くの家族や親戚
に囲まれ、賑やかなお誕生日となりました。

60代からは趣味に熱中　後藤 喜代子 さん（三重町）
　２月28日、三重町宇対瀬区の後藤喜代子さんが100歳のお誕生日
を迎えられました。喜代子さんは同町宮尾区のご出身で、結婚して
ご主人と共に農業を営まれました。しかし、ご主人を早くに亡くさ
れ、大変な苦労をされたそうです。60代になり息子に仕事を譲って
からは、趣味の手芸やゲートボールに熱中し思い切り楽しまれてい
たそうです。また、魚釣りも趣味で近くの大野川にハエ釣りに出か
けられていたそうです。夜遅くなっても帰って来ないため、ご家族
が心配することもあったとか。現在は同町の施設に入所されている
喜代子さん。当日はご家族や施設の入所者の方たち、スタッフの皆
さんに囲まれ、盛大なお誕生日会が催されました。

ご近所やヘルパーさんに感謝　清松 千代 さん（朝地町）
　３月４日、朝地町宮生東区の清松千代さんが100歳のお誕生日を
迎えられました。ご主人を30年ほど前に亡くしてからは生まれ育っ
たご自宅で、一人で暮らす千代さん。ヘルパーさんやご近所の方の
訪問を楽しみにしているそうです。ご自身で考案した体操を日課に
しているためか、全く風邪をひいたことがないとのこと。また、日
記をつける習慣もあり、日々の出来事や来訪者を記しているそうで
す。100歳を迎えての感想をお尋ねすると、「ヘルパーさんや近所の
人に良くしてもらっています。自分でもこんなに長生きするとは思
わなかった」と笑顔で話していただきました。

快適なバス停
づくりに貢献　

旅行が大好きだった　後藤 利夫 さん（犬飼町）
　２月20日、犬飼町一部区の後藤利夫さんが100歳のお誕生日を迎
えられました。戦時中は旧満州やシンガポールなどを転戦し、戦後
は同町で建設作業などに従事し、１男３女を育てられました。旅行
好きでどこでも行くのが好きだったという利夫さん。子どもたちを
めったに怒ることもなく温厚な性格だったとか。また、機械いじり
が趣味で、よくラジオの組立や自転車の整備などをされていたそう
です。現在は奥さんと２人で大分市の施設に入所され、のんびりと
過ごされています。いつまでも元気でお過ごしください。
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▲２月26日に受賞報告に来庁された（農）芦刈農産の
　芦刈組合長、玉田副組合長、芦刈さん（右２人目から）

　３月６日、東京都の駒沢オリンピック公園総合運動場体育館にて上記
大会が開催され、緒方チャッターズが３位の成績を収めました。
　緒方チャッターズは、昨年12月20日に大分市「南大分体育館」で開
催された「第32回大分県綱引選手権大会」において優勝し、県代表と
して今回の大会に参加しました。
　予選では、６勝１敗の２位で決勝トーナメントに進出し、１回戦、
福島県代表を３対０、準々決勝で和歌山県代表を３対０で下し準決勝
に駒を進めました。準決勝では、大阪代表との対戦となり、惜しくも敗
れたものの第３位の成績を収められました。
　なお、「緒方チャッターズ」の入賞は昨年の国体での準優勝に続く快
挙となっています。

　２月22日から26日の５日間行われた、第58回県内一周大分合同駅伝競走大会。
　地元入りをした２日目、市内各地で選手の力走に市民の皆さんの声援が送られま
した。１日目で13位と出遅れましたが、２日目、４区の阿南堅也選手（三重町出身）
が区間賞を獲得する力走もあり、日間５位、累計８位まで盛り返しました。
　３日目、４日目、５日目とチームワークでタスキをつないだ豊後大野市でした
が、総合成績８位と昨年の７位から順位を一つ下げました。来年は、Ｂ部優勝、Ａ部
復帰することを願って、選手の皆さんへ更なる激励をお願いします。チーム役員、
選手、関係者の皆さん、大変お疲れさまでした。区間努力賞は次のとおり。［敬称略］
（１日目）３区　三嶋晃宏、５区　佐藤剛志　（５日目）２区　大里忠督、６区　阿南堅也、９区　工藤佑華

第58回県内一周大分合同駅伝競走大会
大会２日目地元入りで阿南選手が区間賞

　２月11日、大分市の大銀ドーム周辺特設コースにて、上記大会が開催さ
れました。県内から男子80チーム、女子22チームが出場し、男子の部で三
重町陸上クラブが３年連続９回目の優勝を果たしました。小学４年生から
６年生で編成したチームが７区間15.5kmを走るこの大会で、７区間中５区
間で区間賞を獲る圧巻の走りをみせました。［敬称略］

１区　玉田康誠、２区　有田　湊、３区　田崎航大、４区　山崎大地、

５区　後藤大岳、６区　吉良隼輝、７区　深邉世那

見事  ３連覇 !!

　３月１日、千歳中学校体育館において上記イベントが開催されました。参加者の
健康といきがいづくりをめざして、軽スポーツ活動を実施し、併せて相互の親睦と
融和を図ることを目的としています。町内老人クラブ会員と高齢者学級生の編成に
よる22チーム、約160人の参加でスマイルボウリング大会を行い、各チームとも優
勝を目指し熱戦が繰り広げられました。
　結果は次のとおりです。［敬称略］

優　　　　勝：中部チーム　44点（甲斐忠信、藤居泰明、葛城郁雄、後藤悌二、足立時枝、後藤圭子）
準 優 勝：大木チーム　57点（廣末忠義、白井勝樹、廣瀬公江、佐藤キヨ子、廣末マチ子、廣末瑞和子、平林京子）
ストライク賞：梅木真一（新殿）、後藤安吉（田原園）

第11回千歳いきいきスポーツ大会

　２月14日、緒方中学校体育館で上記大会を開催しました。
　この大会は世代間交流や健康づくり、地区コミュニティーの醸成などを目的に
開催しています。
　今大会は40回記念大会となり、小学生から大人まで約100人の参加のもと、一
般の部10チーム（団体戦）と小学生の部７人（個人戦）で開催しました。地区対
抗の団体戦では熱心な応援もあり、来年度に繋がる楽しい大会となりました。
　大会の成績は次のとおりです。［敬称略］

一般の部
Ａパート優勝　馬場Ａチーム
Ｂパート優勝　大化チーム
Ｃパート優勝　草深野チーム

小学生の部
高学年の部　優勝　三代　隼矢
　　　　　　２位　山﨑　英友
　　　　　　３位　後藤　聖貴

低学年の部　優勝　後藤　寛幸
　　　　　　２位　後藤　史憲
　　　　　　３位　山﨑　佳友

第4 0回緒方町こんにちは卓球大会

　２月17日、大分市のトキハ会館で大分県主催の園芸関係表彰式が行わ
れました。表彰式では、第20回大分県果樹産地活性化プラス10運動推進
コンクールの部で農林水産大臣賞を受賞した株式会社川崎かぼす農園が表
彰されました。
　川崎かぼす農園は、大規模経営栽培19.5haで、堆肥による土づくり、
防風林等の設置、大苗定植による早期成園化などに取り組んでいます。雇
用型農業経営の先駆者として、また果汁の製造・販売にも取り組み６次産
業化のモデルとして、その経営手腕が高く評価され、今回の受賞となりま
した。３月16日には、市から上記受賞に関しての感謝状が贈られました。
市長より「早くから６次産業化にも取り組まれており、まさにパイオニア的存在。今回の受賞は市内カボス生産者の励
みにもなります」と受賞を祝う挨拶の後、今年90歳を迎える川崎社長より、「皆さんの期待に応え、目標となるよう頑
張っています。この歳で社会に貢献することができて嬉しいです」と謝辞が述べられました。

　２月25日に県庁で上記授賞式が行われ、三重町の（農）芦刈農産が「集落営農・むらづくり部門」で最優秀賞を受
賞されました。
　（農）芦刈農産は平成17年に三重町芦刈地区の農家54戸で設立した集落営農法人です。

　受賞の理由は、主力の水稲・麦・大豆の他に園芸作物のアスパラガ
ス・かんしょ・スイートコーンを導入し、経営の多角化により常時雇用
に繋がっていることや、地元の保育園児の農業体験や地域への貢献活動
が地域の経営モデルになっていることが評価されました。
　今後も、園芸作物を中心に規模を拡大し、農産物の販売・加工所を設
置して３年後に売上額１億円を目指していくそうです。

第47回大分県農業賞（集落営農・むらづくり部門）最優秀賞受賞

芦刈農産の概要
設　　立：平成17年10月
構 成 員：57人（専従者：３人）
売 上 げ：4,000万円（平成26年）

生産作物：米・麦・大豆・里芋・野菜
　　　　 かんしょ・アスパラガス

農林水産大臣賞　株式会社川崎かぼす農園

第24回県スポーツ少年団駅伝交流大会　優勝

第36回全日本綱引選手権大会　　３位入賞

こうせい そう だいち

まさたけ としき せ　な

こうだい
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▲２月26日に受賞報告に来庁された（農）芦刈農産の
　芦刈組合長、玉田副組合長、芦刈さん（右２人目から）

　３月６日、東京都の駒沢オリンピック公園総合運動場体育館にて上記
大会が開催され、緒方チャッターズが３位の成績を収めました。
　緒方チャッターズは、昨年12月20日に大分市「南大分体育館」で開
催された「第32回大分県綱引選手権大会」において優勝し、県代表と
して今回の大会に参加しました。
　予選では、６勝１敗の２位で決勝トーナメントに進出し、１回戦、
福島県代表を３対０、準々決勝で和歌山県代表を３対０で下し準決勝
に駒を進めました。準決勝では、大阪代表との対戦となり、惜しくも敗
れたものの第３位の成績を収められました。
　なお、「緒方チャッターズ」の入賞は昨年の国体での準優勝に続く快
挙となっています。

　２月22日から26日の５日間行われた、第58回県内一周大分合同駅伝競走大会。
　地元入りをした２日目、市内各地で選手の力走に市民の皆さんの声援が送られま
した。１日目で13位と出遅れましたが、２日目、４区の阿南堅也選手（三重町出身）
が区間賞を獲得する力走もあり、日間５位、累計８位まで盛り返しました。
　３日目、４日目、５日目とチームワークでタスキをつないだ豊後大野市でした
が、総合成績８位と昨年の７位から順位を一つ下げました。来年は、Ｂ部優勝、Ａ部
復帰することを願って、選手の皆さんへ更なる激励をお願いします。チーム役員、
選手、関係者の皆さん、大変お疲れさまでした。区間努力賞は次のとおり。［敬称略］
（１日目）３区　三嶋晃宏、５区　佐藤剛志　（５日目）２区　大里忠督、６区　阿南堅也、９区　工藤佑華

第58回県内一周大分合同駅伝競走大会
大会２日目地元入りで阿南選手が区間賞

　２月11日、大分市の大銀ドーム周辺特設コースにて、上記大会が開催さ
れました。県内から男子80チーム、女子22チームが出場し、男子の部で三
重町陸上クラブが３年連続９回目の優勝を果たしました。小学４年生から
６年生で編成したチームが７区間15.5kmを走るこの大会で、７区間中５区
間で区間賞を獲る圧巻の走りをみせました。［敬称略］

１区　玉田康誠、２区　有田　湊、３区　田崎航大、４区　山崎大地、

５区　後藤大岳、６区　吉良隼輝、７区　深邉世那

見事  ３連覇 !!

　３月１日、千歳中学校体育館において上記イベントが開催されました。参加者の
健康といきがいづくりをめざして、軽スポーツ活動を実施し、併せて相互の親睦と
融和を図ることを目的としています。町内老人クラブ会員と高齢者学級生の編成に
よる22チーム、約160人の参加でスマイルボウリング大会を行い、各チームとも優
勝を目指し熱戦が繰り広げられました。
　結果は次のとおりです。［敬称略］

優　　　　勝：中部チーム　44点（甲斐忠信、藤居泰明、葛城郁雄、後藤悌二、足立時枝、後藤圭子）
準 優 勝：大木チーム　57点（廣末忠義、白井勝樹、廣瀬公江、佐藤キヨ子、廣末マチ子、廣末瑞和子、平林京子）
ストライク賞：梅木真一（新殿）、後藤安吉（田原園）

第11回千歳いきいきスポーツ大会

　２月14日、緒方中学校体育館で上記大会を開催しました。
　この大会は世代間交流や健康づくり、地区コミュニティーの醸成などを目的に
開催しています。
　今大会は40回記念大会となり、小学生から大人まで約100人の参加のもと、一
般の部10チーム（団体戦）と小学生の部７人（個人戦）で開催しました。地区対
抗の団体戦では熱心な応援もあり、来年度に繋がる楽しい大会となりました。
　大会の成績は次のとおりです。［敬称略］

一般の部
Ａパート優勝　馬場Ａチーム
Ｂパート優勝　大化チーム
Ｃパート優勝　草深野チーム

小学生の部
高学年の部　優勝　三代　隼矢
　　　　　　２位　山﨑　英友
　　　　　　３位　後藤　聖貴

低学年の部　優勝　後藤　寛幸
　　　　　　２位　後藤　史憲
　　　　　　３位　山﨑　佳友

第4 0回緒方町こんにちは卓球大会

　２月17日、大分市のトキハ会館で大分県主催の園芸関係表彰式が行わ
れました。表彰式では、第20回大分県果樹産地活性化プラス10運動推進
コンクールの部で農林水産大臣賞を受賞した株式会社川崎かぼす農園が表
彰されました。
　川崎かぼす農園は、大規模経営栽培19.5haで、堆肥による土づくり、
防風林等の設置、大苗定植による早期成園化などに取り組んでいます。雇
用型農業経営の先駆者として、また果汁の製造・販売にも取り組み６次産
業化のモデルとして、その経営手腕が高く評価され、今回の受賞となりま
した。３月16日には、市から上記受賞に関しての感謝状が贈られました。
市長より「早くから６次産業化にも取り組まれており、まさにパイオニア的存在。今回の受賞は市内カボス生産者の励
みにもなります」と受賞を祝う挨拶の後、今年90歳を迎える川崎社長より、「皆さんの期待に応え、目標となるよう頑
張っています。この歳で社会に貢献することができて嬉しいです」と謝辞が述べられました。

　２月25日に県庁で上記授賞式が行われ、三重町の（農）芦刈農産が「集落営農・むらづくり部門」で最優秀賞を受
賞されました。
　（農）芦刈農産は平成17年に三重町芦刈地区の農家54戸で設立した集落営農法人です。

　受賞の理由は、主力の水稲・麦・大豆の他に園芸作物のアスパラガ
ス・かんしょ・スイートコーンを導入し、経営の多角化により常時雇用
に繋がっていることや、地元の保育園児の農業体験や地域への貢献活動
が地域の経営モデルになっていることが評価されました。
　今後も、園芸作物を中心に規模を拡大し、農産物の販売・加工所を設
置して３年後に売上額１億円を目指していくそうです。

第47回大分県農業賞（集落営農・むらづくり部門）最優秀賞受賞

芦刈農産の概要
設　　立：平成17年10月
構 成 員：57人（専従者：３人）
売 上 げ：4,000万円（平成26年）

生産作物：米・麦・大豆・里芋・野菜
　　　　 かんしょ・アスパラガス

農林水産大臣賞　株式会社川崎かぼす農園

第24回県スポーツ少年団駅伝交流大会　優勝

第36回全日本綱引選手権大会　　３位入賞
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国 保 年 金 係 か ら の お 知 ら せ

中　央
清　川
緒　方
朝　地

☎0974-22-2111
☎0974-35-2372
☎0974-42-3161
☎0974-72-0048

大　野
千　歳
犬　飼

☎0974-34-2130
☎0974-37-2069
☎097-578-1281

市内無料電話（9番発信）をご利用ください

国 保 年 金 係 か ら の お 知 ら せ

ご存知ですか？障害者差別解消法
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　平成28年４月１日から、障害者差別解消法が施行されます。この法律により、不当な差別的取り扱いは、
国や市町村などの行政機関だけでなく、会社やお店などの民間事業者でも禁止されます。障がい者への合理
的配慮については、国や市町村には法的な義務が生じますが、会社やお店などの民間事業者には努力義務と
なっています。一人ひとりがこの法律を理解し、誰もが暮らしやすい社会をつくっていきましょう。
◇こんなことはありませんか？
　「車いすを利用していることを理由に、飲食店の入店を断られた。」「避難所で、聴覚障がいがあるので配慮
してほしいと伝えたのに必要な情報が音声だけで伝えられた。」
◇障がいを理由とした差別とは
　この法律により、障がいのある人に対する「不当な差別的取
り扱い」と「合理的配慮の不提供」が禁止されます。

　　○不当な差別的取り扱い
正当な理由もなく、障がいがあるということでサービス
などの提供を拒否したり、制限したりすることなど。

　　○合理的配慮の不提供
障がいのある人から何らかの配慮を求められた場合に、
負担になり過ぎない範囲で社会的障壁（※１）を取り除
くために必要で合理的な配慮（※２）を行わないこと。

問い合わせ先　社会福祉課　福祉障がい支援係　　0974-22-1001（内線 2155・2156）

※１ 社会的障壁
障がいのある人にとって、日常生活や社
会生活を送る上で障壁となるもので、例
えば利用しにくい設備や施設、利用しに
くい制度、障がいのある人を意識してい
ない慣習、文化、障がいのある人への偏
見などを指します。
※２ 合理的配慮
どのような配慮が合理的配慮に当たるか
は個別のケースで異なります。

障害者差別解消法とは

国民年金保険料変更のお知らせ

平成28年度の学生納付特例の申請が始まります

市民生活課 国保年金係
　０９７４－２２－１００１(内線 ２１２９)

大分年金事務所
☎０９７－５５２－１２１１

★年金相談日★

★相談時間★
10時～14時30分

４月12日 ㈫ 市隣保館（大野町）
４月14日 ㈭ 市商工会（三重町）
４月20日 ㈬ 竹田市総合社会福祉センター

※相談会は完全予約制となっています。事前に大分
年金事務所に予約をお願いします。予約は相談会
の1か月前から前日まで受付けています。

★問い合わせ先★

各公民館で「生涯学習まつり」公民館でつどい・まなび・つながりましょう

　２月21日から３月６日にかけて、各公民館で日頃の学習成果を発
表する「生涯学習まつり」が開催されました。各会場では、公民館
を利用するクラブや団体の皆さんによる力作の展示や舞台発表が行
われ、充実したひとときとなりました。
　なお、各公民館では、４月から新たに公民館クラブ生の募集を行
います。公民館で楽しく学んで、地域の方々とつどい、まなび、つ
ながりましょう。
　詳しくは、今月各家庭にお配りしています「平成28年度　豊後大
野市公民館教室・クラブ等のご案内」をご覧ください。 ▲朝地公民館フェスタ

▲大野公民館まつり

▲中央公民館生涯学習まつり

▲千歳公民館生涯学習まつり

▲犬飼公民館学習発表会

▲清川生涯学習まつり

▲緒方公民館文化教室発表会

　平成28年４月からの国民年金保険料は月額16,260円となります。納め忘れ
があると、将来受け取る年金額が少なくなることや、年金を受けられない場合
があります。忘れずに期限内に納めましょう。

　平成28年度(免除期間：平成28年４月～平成29年３月)に学生で保険料の納
付が困難な方を対象とした「学生納付特例制度」の申請が４月１日(金)から開
始されます。
　また、平成26年４月から申請期間が拡大され、申請時点の２年１か月前の月
分までさかのぼって申請できるようになっています。過去に申請し忘れた期間
がある方はお早めに手続きをしてください。
　申請には学生証または在学証明書、印鑑、年金手帳が必要となります。手続
きや内容など、詳しくは大分年金事務所までお問い合わせください。
※申請が遅れると万一の際に障害年金等を受け取れない場合がありますので、すみやかに申請
してください。

※申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行いますので、学生納付特例が承認されない
場合があります。
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国 保 年 金 係 か ら の お 知 ら せ

中　央
清　川
緒　方
朝　地

☎0974-22-2111
☎0974-35-2372
☎0974-42-3161
☎0974-72-0048

大　野
千　歳
犬　飼

☎0974-34-2130
☎0974-37-2069
☎097-578-1281

市内無料電話（9番発信）をご利用ください

国 保 年 金 係 か ら の お 知 ら せ

ご存知ですか？障害者差別解消法

新
た
な
る
取
組
の
季
節
を
迎
え

石
走
る
　
垂
水
の
上
の
早
蕨
の
　
萌
え
出
づ
る
春
に

な
り
に
け
る
か
も
　
　
　
　   

志
貴
皇
子（
万
葉
集
）

　
岩
に
ぶ
つ
か
り
、
し
ぶ
き
の
あ
が
る
滝
の
上
に
蕨

が
出
始
め
て
い
る
の
を
見
る
と
、
春
の
訪
れ
を
実
感

で
き
る
と
の
思
い
は
、
今
も
昔
も
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
寒
か
っ
た
冬
に
別
れ
を
告
げ
て
、
新
た
な
る

命
の
芽
吹
き
を
感
じ
る
時
を
迎
え
ま
し
た
。
先
月
は

卒
業
と
い
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
一
つ
の
成
長

へ
の
節
目
を
迎
え
た
時
で
あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
は

入
学
や
入
社
と
い
っ
た
新
た
な
る
出
発
の
時
で
も
あ

り
、
幸
多
か
れ
と
祈
り
ま
す
。

　
市
政
に
つ
い
て
も
新
し
い
年
度
を
迎
え
、
今
ま
で

の
取
組
に
加
え
て
新
た
な
る
試
み
を
講
じ
て
い
く
節

目
で
も
あ
り
ま
す
。
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
認
め

て
い
た
だ
い
た
予
算
を
施
政
方
針
に
基
づ
い
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
詳
し
く
は
今
月
号
の
冒
頭
で
お

示
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
目
通
し
く
だ
さ

い
。

　
新
た
な
る
取
組
の
一
つ
に
新
図
書
館
整
備
構
想
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
第
２
次
豊
後
大
野
市
総
合
計
画

の
素
案
を
考
え
て
い
た
だ
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
市
民

会
議
」
の
中
で
提
案
さ
れ
、
総
合
計
画
策
定
審
議
会

か
ら
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
３
次
豊
後
大
野

市
総
合
教
育
計
画
の
中
に
も
織
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

図
書
館
は
暮
ら
し
や
地
域
の
課
題
解
決
、
豊
か
な
読

書
を
支
え
る
情
報
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
人
間
性
豊

か
な
人
づ
く
り
と
文
化
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
交
流

拠
点
と
し
て
必
要
な
場
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
未
来
の
豊
後
大
野
市
図
書
館
に
つ
い
て
考

え
る
市
民
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
題
し
て
「
あ
っ
た

ら
い
い
な
！
こ
ん
な
図
書
館
」。
豊
後
大
野
っ
子
議

会
で
も
図
書
館
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
下
で
図
書
館
の
在
り
方
に
つ

い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
施
設
整
備
を
含

め
た
図
書
館
運
営
と
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。
市
報
３
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
募
集
要
項
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
開
催
期
間
　
５
月
か
ら
９
月
の
間
、
月
に
２
回
ほ

ど
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

・
講
師
　
今
月
号
の
裏
表
紙
「
豊
後
大
野
の
キ
ラ
リ

人
」
で
紹
介
し
て
い
る
渡
部
幹
雄
さ
ん
で
す
。

・
募
集
人
員
　
20
人
程
度

・
募
集
締
切
　
４
月
10
日
㈰
ま
で

・
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
、
通
勤
、
通
学
し
て
い

る
18
歳
以
上
の
方

・
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
郵

送
、
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
豊
後
大
野
市
図
書
館
ま

た
は
各
支
所
市
民
係
で
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

・
●
・
●
豊
後
大
野
市
図
書
館
　
三
重
町
内
田
８
８

１
番
地
　
TEL
・
FAX
　
　
０
９
７
４-

22-

２
３
７
２

　
皆
さ
ん
、
一
緒
に
素
晴
ら
し
い
図
書
館
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　平成28年４月１日から、障害者差別解消法が施行されます。この法律により、不当な差別的取り扱いは、
国や市町村などの行政機関だけでなく、会社やお店などの民間事業者でも禁止されます。障がい者への合理
的配慮については、国や市町村には法的な義務が生じますが、会社やお店などの民間事業者には努力義務と
なっています。一人ひとりがこの法律を理解し、誰もが暮らしやすい社会をつくっていきましょう。
◇こんなことはありませんか？
　「車いすを利用していることを理由に、飲食店の入店を断られた。」「避難所で、聴覚障がいがあるので配慮
してほしいと伝えたのに必要な情報が音声だけで伝えられた。」
◇障がいを理由とした差別とは
　この法律により、障がいのある人に対する「不当な差別的取
り扱い」と「合理的配慮の不提供」が禁止されます。

　　○不当な差別的取り扱い
正当な理由もなく、障がいがあるということでサービス
などの提供を拒否したり、制限したりすることなど。

　　○合理的配慮の不提供
障がいのある人から何らかの配慮を求められた場合に、
負担になり過ぎない範囲で社会的障壁（※１）を取り除
くために必要で合理的な配慮（※２）を行わないこと。

問い合わせ先　社会福祉課　福祉障がい支援係　　0974-22-1001（内線 2155・2156）

※１ 社会的障壁
障がいのある人にとって、日常生活や社
会生活を送る上で障壁となるもので、例
えば利用しにくい設備や施設、利用しに
くい制度、障がいのある人を意識してい
ない慣習、文化、障がいのある人への偏
見などを指します。
※２ 合理的配慮
どのような配慮が合理的配慮に当たるか
は個別のケースで異なります。

障害者差別解消法とは

国民年金保険料変更のお知らせ

平成28年度の学生納付特例の申請が始まります

市民生活課 国保年金係
　０９７４－２２－１００１(内線 ２１２９)

大分年金事務所
☎０９７－５５２－１２１１

★年金相談日★

★相談時間★
10時～14時30分

４月12日 ㈫ 市隣保館（大野町）
４月14日 ㈭ 市商工会（三重町）
４月20日 ㈬ 竹田市総合社会福祉センター

※相談会は完全予約制となっています。事前に大分
年金事務所に予約をお願いします。予約は相談会
の1か月前から前日まで受付けています。

★問い合わせ先★

各公民館で「生涯学習まつり」公民館でつどい・まなび・つながりましょう

　２月21日から３月６日にかけて、各公民館で日頃の学習成果を発
表する「生涯学習まつり」が開催されました。各会場では、公民館
を利用するクラブや団体の皆さんによる力作の展示や舞台発表が行
われ、充実したひとときとなりました。
　なお、各公民館では、４月から新たに公民館クラブ生の募集を行
います。公民館で楽しく学んで、地域の方々とつどい、まなび、つ
ながりましょう。
　詳しくは、今月各家庭にお配りしています「平成28年度　豊後大
野市公民館教室・クラブ等のご案内」をご覧ください。 ▲朝地公民館フェスタ

▲大野公民館まつり

▲中央公民館生涯学習まつり

▲千歳公民館生涯学習まつり

▲犬飼公民館学習発表会

▲清川生涯学習まつり

▲緒方公民館文化教室発表会

　平成28年４月からの国民年金保険料は月額16,260円となります。納め忘れ
があると、将来受け取る年金額が少なくなることや、年金を受けられない場合
があります。忘れずに期限内に納めましょう。

　平成28年度(免除期間：平成28年４月～平成29年３月)に学生で保険料の納
付が困難な方を対象とした「学生納付特例制度」の申請が４月１日(金)から開
始されます。
　また、平成26年４月から申請期間が拡大され、申請時点の２年１か月前の月
分までさかのぼって申請できるようになっています。過去に申請し忘れた期間
がある方はお早めに手続きをしてください。
　申請には学生証または在学証明書、印鑑、年金手帳が必要となります。手続
きや内容など、詳しくは大分年金事務所までお問い合わせください。
※申請が遅れると万一の際に障害年金等を受け取れない場合がありますので、すみやかに申請
してください。

※申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行いますので、学生納付特例が承認されない
場合があります。
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☆精神保健相談日☆

日　時　４月21日（木）　　受　付 ９時30分～ 10時
場　所　市役所１階　保健センター
内　容　ベビーマッサージ
対　象　３～４か月の赤ちゃんとその保護者

＊電話で予約をお願いします

☆パパママひろば（両親学級）☆

　お子さんの成長やかかわり方、子育てに関するちょっと
した疑問等なんでもご相談ください。

＊緒方町・朝地町の子育て相談は５月に実施します

☆すくすくひろば（育児学級）☆

☆妊婦・子育て相談のお知らせ☆

〔持ってくるもの〕・母子健康手帳
・送付された問診票等

（お願い）都合で受診できないときは、保健師にご連絡ください。
　　　　　次回の健診をご案内します。

市役所 健康推進係   　 　 0974-22-1001

実　施　日 時　間 会　　場

１歳６か月児健診 ３歳６か月児健診
４月27日（水） ４月14日（木）

市役所１階　保健センター

Ｈ２４年９月１日
　～Ｈ２４年９月３０日生まれ

Ｈ２６年８月１日
　～Ｈ２６年８月31日生まれ
（対象地区：三重・千歳・犬飼） （対象地区：市内全地区）

健診内容
日　時

対象児

会　場

日　時　４月21日（木）　14時～ 16時
場　所　豊肥保健所（豊後大野市三重町市場934-2）
対象者　気分の落ち込み・ひきこもり・認知症・依存症等

こころの健康相談をしたい方
＊要事前予約：☎０９７４-２２-０１６２　保健師まで

☆幼児健診☆ 

日　時　６月８日（水）　　受　付 ９時30分～９時50分
場　所　市役所１階　保健センター
内　容　お産の経過と呼吸法、妊娠中の栄養と口腔ケアなど
　　　　　講師：助産師、栄養士、歯科衛生士
対　象　妊婦さんとお父さんになる方

＊電話で予約をお願いします

•· 健康スケジュール ·•

４月 12 日（火）
４月 14 日（木）
４月 20日（水）
４月 25 日（月）
４月 25日（月）

10時～12時
10時30分～11時30分
10時30分～11時30分

11時～12時
14時～16時

いぬかい子育て支援センター
千歳保健センター
三重ふれあい児童館
清川子育て支援センター
大野支所

いきいき

健康だより

☆ひまわり会☆
　アルコール依存症に悩むご家族の方の会です。
日　時　４月３日（日）、５月１日（日）
　　　　９時30分～ 11時30分
場　所　中央公民館応接室（市役所２階）

私たちの健康は私たちの手で!
―  食をとおした健康づくり  ―

～22人の修了生が誕生しました！～
　３月17日、市役所保健センターにて平成27年
度食生活指導者講習会の閉講式がありました。講習
会は６月から10回のプログラムで開催しました。
主な内容は、生活習慣病予防について、減塩の必要
性や調理方法、摂取カロリーの計算方法や献立のた
て方など、食をとおした健康づくりについて学びま
した。修了生の皆さんは今後食生活改善推進協議会
員として、地域の健康づくりにご活躍していただく
予定です。

　豊後大野市では生後３～５か月の赤ちゃんとその
保護者を対象に、乳児学級『すくすくひろば』を「ベ
ビーマッサージ」と「離乳食と歯の手入れ」の２つ
のテーマで毎月交互に開催しています。日頃忙しい
パパやママも、ベビーマッサージをしながら赤ちゃ
んとゆっくりふれあうことができます。「離乳食と
歯の手入れ」では、保護者の気になる離乳食のすす
め方や、乳児期からの歯の手入れの大切さについて
知ることができます。また、参加者同士の会話もは
ずみ、子育ての喜びや困りを共有できる場となっ
ています。

 認知症とは？
　脳の細胞が死んでしまったり、動きがわるくなったりすることで物事を覚えられなくなったり、時間や人が
わからなくなったりする病気です。高齢者の７人に１人が認知症ともいわれ、誰もがなり得る病気ですが、認
知症になっても周りのちょっとした手助けがあれば、地域で暮らしていくことも可能です。

 認知症サポーター養成講座とは？
　認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を支える応援者である認知症サポーターを養成します。
特別なことではなく、日ごろの声掛け、地域でのちょっとした心配り等
をしていただきます。
日　　時：４月27日（水）　15時～16時30分
場　　所：地域包括ケア拠点施設ひなたぼっこ
　講座終了後、サポーターの証であるオレンジリングを差し上げます。
　受講には事前申請が必要です。

認知症サポーター養成講座を開催します

　４月から一般不妊治療費助成の相談・申請について
は市民生活課　健康推進室で受け付けます。
　なお、特定不妊治療費助成については、これまで通
り豊肥保健所で受け付けます。

一般不妊治療費助成の
相談・申請受付について

○４月から健診会場が市役所保健センター
　のみとなります　

◆受付時間：12時50分～13時20分

　豊後大野市国民健康保険の方で「糖尿病」治療中の１人当
たり医療費が県内で１番高い状況です。（平成27年５月診療
分）
　糖尿病は自覚症状が出にくく、検査を受けないと病気に気
づきません。血糖値の高い状態が長年続くと、神経障害によ
る壊死・切断、網膜症による失明、腎症による人工透析の開
始など大きな合併症が起こり、日常生活に支障をきたすよう
になります。
　そこで市では、「血『糖』を『コン』トロールして合『併』
症を予防するための『コンぺい糖教室』」を、昨年９月と今年
１月に市役所で開催しました。
　この教室は、３回シリーズで、１回目は糖尿病の基礎知
識、２回目は糖尿病の食事、３回目は糖尿病食の調理を、「見
て」、「食べて」、体験し、運動も実践しました。参加者同士で
情報交換ができ、生活改善にむけて意欲が高まったようで
す。
　28年度も同様の教室を開催します。合併症を起こさず、す
こやかに暮らすために、年１回の定期健診と、生活改善のた
めの健康教室や健康相談をぜひご活用ください。

コンぺい糖教室（糖尿病教室）を
開催しました!

問い合わせ先　高齢者福祉課　いきいき高齢者係　　0974-22-1001（内線 2171）

すくすくひろばの様子

・ ・・ ・
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☆精神保健相談日☆

日　時　４月21日（木）　　受　付 ９時30分～ 10時
場　所　市役所１階　保健センター
内　容　ベビーマッサージ
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☆妊婦・子育て相談のお知らせ☆

〔持ってくるもの〕・母子健康手帳
・送付された問診票等

（お願い）都合で受診できないときは、保健師にご連絡ください。
　　　　　次回の健診をご案内します。

市役所 健康推進係   　 　 0974-22-1001

実　施　日 時　間 会　　場

１歳６か月児健診 ３歳６か月児健診
４月27日（水） ４月14日（木）

市役所１階　保健センター

Ｈ２４年９月１日
　～Ｈ２４年９月３０日生まれ

Ｈ２６年８月１日
　～Ｈ２６年８月31日生まれ
（対象地区：三重・千歳・犬飼） （対象地区：市内全地区）

健診内容
日　時

対象児

会　場

日　時　４月21日（木）　14時～ 16時
場　所　豊肥保健所（豊後大野市三重町市場934-2）
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10時30分～11時30分

11時～12時
14時～16時
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いきいき

健康だより
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日　時　４月３日（日）、５月１日（日）
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１月に市役所で開催しました。
　この教室は、３回シリーズで、１回目は糖尿病の基礎知
識、２回目は糖尿病の食事、３回目は糖尿病食の調理を、「見
て」、「食べて」、体験し、運動も実践しました。参加者同士で
情報交換ができ、生活改善にむけて意欲が高まったようで
す。
　28年度も同様の教室を開催します。合併症を起こさず、す
こやかに暮らすために、年１回の定期健診と、生活改善のた
めの健康教室や健康相談をぜひご活用ください。
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開催しました!
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▲検索はこちらから！
　（携帯サイト）は休館日です。

豊後大野市図書館
0974-22-7733

問い合わせ先　人権推進同和対策課 男女共同参画係
　　　　　　　　 0974-22-1001（内線 2491）

人権・同和、男女共
同参画啓発コーナ

ー

※身近な団体の集まりに男女共同参画の話をしてみませんか？
　時間や内容等についてご希望にあわせますので、人権推進同和
対策課男女共同参画係まで連絡ください。
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▲甘茶をかける園児
　（ももえだこども園提供）

　少子高齢化の急速な進展、人口減少、景
気が低迷している現代社会において、男女
一人ひとりがお互いを尊重し、共同して家
庭や職場、地域社会に参画することが必要
です。
　この計画は、市が施策の方向を示したう
えで、市民・各種団体・企業等の積極的な
参加と協力を得ながら総合的に推進してい
こうとするものです。

基本目標Ⅰ　　男女平等をめざした人づくり

基本目標Ⅱ　　男女共同参画社会実現のための環境づくり

基本目標Ⅲ　　配偶者等に対する暴力の根絶

　　　　　 　（豊後大野市DV対策基本計画）

基本目標Ⅳ　　男女がともに参画するまちづくり

ぶんごおおの生き活きプランは、４つの基本目標からなっています｡
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日 月 火 水 木 金 土
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子ども読書の日おはなし会

絵本と科学あそび絵本と科学あそび

　豊後大野市図書館では、今年４月から開館時間・休館
日が次のように変更となります。
　平日の閉館時間が１時間遅くなり、月曜日が祝日の場
合は開館となります。

【開館時間】
　火曜日～金曜日　　　　　　　　10時～19時
　土曜日・日曜日・月曜日の祝日　10時～17時
【休館日】
　毎週月曜日、祝日
　（月曜日の祝日に開館した場合は翌平日及び
　　翌々平日）
　館内整理日（毎月最終金曜日）　
　年末年始、特別整理日（蔵書点検）

場　所：図書館研修室
講　師：児童文学と科学読物の会
対　象：幼児～小学生
内　容：科学絵本の読み聞かせ、
　　　　簡単な工作
★事前申込不要　

図書館には、科学をテーマにした子どもから大人まで楽し
める絵本や読み物がたくさんあります。おすすめ科学絵
本の展示もしますので、ぜひ手に取ってみてくださいね。

４月24日(日)  10時30分～11時30分

４月23日(土)・24日(日)
　　　　　　　から１週間程度

目の錯覚を利用した「つ
かまったことり」を作
ります!

雑誌・図書リユースのお知らせ

開館時間・休館日の変更のお知らせ

わくわく

　なお、資料コピーの申し込み、レファレンス受付、及
び２階研修室のご利用は、平日は18時30分までとなります。
　今まで遠方で夕方来館できなかった方、お仕事帰りな
どにぜひご利用ください。

　図書館で一定の年数を経て利用されなくなった
雑誌・図書をご希望の方に差し上げます。お一人
５冊までお持ちいただけます。
　23日・24日で等分にして出し、26日以降はその
残りとなります。なくなり次第終了となりますの
でご了承ください。

市役所側から見た図書館　緑の看板が目印です！

４月に転入してきた
皆さん！
図書館にぜひお越し
くださいね。

子どもの読書週間です！
４月23日㈯～５月12日㈭は、

2016年標語
「四角い本に　まあるい心」

ぶんごおおの生き活きプラン
（第２次豊後大野市男女共同参画基本計画　平成28年度～37年度）
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る
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
国
ル
ン
ビ
ニ
地
方

で
紀
元
前
５
世
紀
の
４
月
８
日
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
、
お
釈
迦
様
を
祝
う
４
月
８
日
は
灌
仏
会
、
降
誕
会
、
仏
生
会
、
浴
仏

会
、
龍
華
会
、
花
会
式
な
ど
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
は
違
い
様
々
な
呼
ば
れ
方
を
し
ま
す
が
、

明
治
時
代
に
４
月
は
開
花
を
祝
う
祭
や
行
事
が
多
い
こ
と
か
ら
「
花
ま
つ
り
」
の
呼
称
が

提
唱
さ
れ
、
以
来
宗
派
を
問
わ
ず
こ
の
名
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
花
ま
つ
り
で
す
が
大
衆
的
な
行
事
と
し
て
「
甘
茶
か
け
」
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
拝
者
は
甘
茶
を
頂
く
と
と
も
に
、
花
御
堂
（
小
さ
な
お
堂
）
に
祀
ら
れ
た
中
央
の
お
釈

迦
様
に
、
柄
杓
で
頭
か
ら
甘
茶
を
か
け
拝
み
ま
す
。
花
御
堂
は
、
お
釈
迦
様
の
生
誕
の
地

で
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
の
花
園
を
象
っ
た
も
の
で
、
美
し
い
種
々
の
花
々
で
飾
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
お
釈
迦
様
に
甘
茶
を
か
け
る
の
は
、
お
釈
迦
様
が
生
ま
れ
た
と
き
天
地
陰
陽
の
気
が

調
和
し
九
匹
の
龍
が
天
に
現
れ
、
飲
め
ば
不
死
を
得
ら
れ
る
甘
露
の
雨
が
降
り
注
い
だ
伝

説
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
こ
の
甘
茶
で
墨
を
す
り
、
習
字
の
練
習
を
す
れ
ば
字
が
上
手
に

な
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
賑
や
か
さ
に
比
べ

一
見
控
え
め
に
も
感
じ
ら
れ
る
花
ま

つ
り
で
す
が
、
花
ま
つ
り
に
は
東
洋

美
学
で
あ
る
「
静
」
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
世
界
一
の
長
寿
と
も

言
わ
れ
る
日
本
人
と
し
て
４
月
８
日

に
甘
茶
を
味
わ
う
の
も
風
流
が
あ
っ

て
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
教
育
課
　
文
化
財
係
　
　
０
９
７
４ｰ

42ｰ

４
１
４
１

４
月
８
日
は
何
の
日
？

▲甘茶をかける園児
　（ももえだこども園提供）

　少子高齢化の急速な進展、人口減少、景
気が低迷している現代社会において、男女
一人ひとりがお互いを尊重し、共同して家
庭や職場、地域社会に参画することが必要
です。
　この計画は、市が施策の方向を示したう
えで、市民・各種団体・企業等の積極的な
参加と協力を得ながら総合的に推進してい
こうとするものです。

基本目標Ⅰ　　男女平等をめざした人づくり

基本目標Ⅱ　　男女共同参画社会実現のための環境づくり

基本目標Ⅲ　　配偶者等に対する暴力の根絶

　　　　　 　（豊後大野市DV対策基本計画）

基本目標Ⅳ　　男女がともに参画するまちづくり

ぶんごおおの生き活きプランは、４つの基本目標からなっています｡
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玄
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平成28年４月

日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

子ども読書の日おはなし会

絵本と科学あそび絵本と科学あそび

　豊後大野市図書館では、今年４月から開館時間・休館
日が次のように変更となります。
　平日の閉館時間が１時間遅くなり、月曜日が祝日の場
合は開館となります。

【開館時間】
　火曜日～金曜日　　　　　　　　10時～19時
　土曜日・日曜日・月曜日の祝日　10時～17時
【休館日】
　毎週月曜日、祝日
　（月曜日の祝日に開館した場合は翌平日及び
　　翌々平日）
　館内整理日（毎月最終金曜日）　
　年末年始、特別整理日（蔵書点検）

場　所：図書館研修室
講　師：児童文学と科学読物の会
対　象：幼児～小学生
内　容：科学絵本の読み聞かせ、
　　　　簡単な工作
★事前申込不要　

図書館には、科学をテーマにした子どもから大人まで楽し
める絵本や読み物がたくさんあります。おすすめ科学絵
本の展示もしますので、ぜひ手に取ってみてくださいね。

４月24日(日)  10時30分～11時30分

４月23日(土)・24日(日)
　　　　　　　から１週間程度

目の錯覚を利用した「つ
かまったことり」を作
ります!

雑誌・図書リユースのお知らせ

開館時間・休館日の変更のお知らせ

わくわく

　なお、資料コピーの申し込み、レファレンス受付、及
び２階研修室のご利用は、平日は18時30分までとなります。
　今まで遠方で夕方来館できなかった方、お仕事帰りな
どにぜひご利用ください。

　図書館で一定の年数を経て利用されなくなった
雑誌・図書をご希望の方に差し上げます。お一人
５冊までお持ちいただけます。
　23日・24日で等分にして出し、26日以降はその
残りとなります。なくなり次第終了となりますの
でご了承ください。

市役所側から見た図書館　緑の看板が目印です！

４月に転入してきた
皆さん！
図書館にぜひお越し
くださいね。

子どもの読書週間です！
４月23日㈯～５月12日㈭は、

2016年標語
「四角い本に　まあるい心」

ぶんごおおの生き活きプラン
（第２次豊後大野市男女共同参画基本計画　平成28年度～37年度）

し
ゃ 

か

か
ん
ぶ
つ 

え

は
な 

み  

ど
う

ひ
し
ゃ
く

お
が

か
た
ど

か
ん 

ろ
ま
つ

は
な 

え  

し
き

ご
う
た
ん 

え

ぶ
っ
し
ょ
う
え

え

よ
く
ぶ
つ

り
ゅ
う
げ  

え



2223 2016.42016.4

豊後大野市役所 ☎0974-22-1001
清 川 支 所 ☎0974-35-2111
緒 方 支 所 ☎0974-42-2111

大 野 支 所 ☎0974-34-2301
千 歳 支 所 ☎0974-37-2111
犬 飼 支 所 ☎097-578-1111

朝 地 支 所 ☎0974-72-1111
…問い合わせ先　 …電話番号 …ファクス　 …申し込み先　 …予約

市内無料電話（９発信）をご利用ください。
☎問 申 予

コンサート実行委員募集

　10月に開催予定の「癒しのコンサート」に向けて
実行委員を募集します。豊後大野市の音楽活動に興味
のある方は、ぜひご連絡ください。

　第１回会議

◆日　時　４月19日㈫　14時～
◆場　所　市中央公民館　市役所２階　第３会議室

　・問 人権推進同和対策課　男女共同参画係
　　 　☎0974-22-1001（内線2491）
　　　 　0974-22-3361
　　　 メール　d103060@bungo-ohno.jp

豊後大野市隣保館「ふれあい教室」生徒募集

☆　楽しい余暇（時間）を見つけてみませんか？
　豊後大野市隣保館では、生涯学習を通じた“心のふ
れあい”を目的として「ふれあい教室」を開催してい
ます。
　どなたでも参加できますので、お気軽にお申し込み
ください。

★料理教室
開催日時　毎月第２火曜日　９時30分～13時
定　　員　24人（受付順）
年 会 費　2,500円

★絵手紙教室
開催日時　毎月第２水曜日　19時～21時
定　　員　20人（受付順）
※道具持参

★実用書道教室
開催日時　毎月第３水曜日　19時～21時
定　　員　20人（受付順）
※道具持参

★手編み教室　
開催日時　毎月第４金曜日　19時～21時
定　　員　20人（受付順）
※道具・毛糸持参

　各教室とも５月から、年10回の開催です。

申込締切　平成28年４月18日㈪

　・問 豊後大野市隣保館　豊後大野市大野町田中74-1
　　　　 0974-34-3603

国税専門官採用試験受験者募集

　人事院と国税庁では、国税専門官採用試験（大学卒
業程度）の受験者の募集をしています。
　申込受付は平成28年４月１日㈮から開始します
ので、受験資格等の詳細は、人事院ホームページ
（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htmまた
は　採用情報ＮＡＶＩ　検索　）をご覧いただくか、
次の１または２へお問い合わせください。
　なお、申込受付期間及び申込先は、申込方法及び希
望する第１次試験地により異なりますので、ご注意く
ださい。

問 １　人事院人材局試験課
　 　　（☎03-3581-5311　内線2332）
　 ２　熊本国税局人事第二課試験研修係
　 　　（☎096-354-6171　内線6046）
　 三重税務署（☎0974-22-1015）※自動音声案内

ナンバープレートの表示義務の明確化について

　平成28年４月１日以降、車のナンバープレートを
カバー等で被覆すること、シール等を貼り付けるこ
と、回転させて表示すること、折り返すこと等が明確
に禁止されました。これにより、
一定の位置・方法において表示し
なければ、運行することができな
くなりましたので、ご注意ください｡

問 国土交通省　九州運輸局　大分運輸支局
　 ☎ 097-558-2235

ご利用ください　無料相談会

◆日　　時　４月20日㈬　13時～16時
　　　　　　毎月第３水曜日
◆場　　所　大分県行政書士会（大分市城崎町1-2-3

　大分県住宅供給公社ビル３階）
◆相談内容　遺言や遺産相続、契約書・内容証明作成、

法人設立、不動産関連の行政手続き、建
設業等の許認可申請、自動車登録、その
他生活のお困り事に関する相談

問 大分県行政書士会事務局
　 ☎097-537-7089　　097-535-0622

大分県専門職産育休等サポーター
（臨時的任用職員・非常勤職員）の募集

　大分県では、育児休業等を取
得する職員等の代替職員として
勤務する臨時的任用職員または
非常勤職員（専門職産育休等サ
ポーター）の採用候補者名簿登録希望者を募集します。
なお、登録申し込みは随時受け付けています。

【募集職種】保健師、管理栄養士、獣医師、薬剤師、化
学、農業、畜産、林業、水産、総合土木及
び建築

　応募要領や応募書式は県のホームページに掲載する
ほか、県庁人事課や県の各振興局等でも配布します。

問 大分県人事課　☎097-506-2312

「おおいた性暴力救援センター・すみれ」を開設しました
性暴力被害に遭われた方をサポートします

　大分県では性暴力被害に遭われた方を総合的にサ
ポートするため、「おおいた性暴力救援センター・す
みれ」を平成28年４月１日に開設しました。
　性暴力被害は、被害後できるだけ早い段階で適切な
ケアを受けることが必要です。
　当センターでは、専任の支援員が被害者の意思を尊
重しながら、医療機関、臨床心理士、弁護士等と連
携・協力することにより、少しでも早く心身ともに回
復できるよう、必要なサポートを行います。過去の被
害についての相談もお受けします。

　秘密厳守・相談無料です。まずはお電話にてご相談
ください。

【おおいた性暴力救援センター・すみれ】
　相談専用電話：097-532-0330
　月～金曜日／９時～ 20時（祝日・年末年始除く）

憲法週間を迎えて

　大分地方・家庭裁判所では、憲法週間にちなんで次
の行事を実施します。

①無料法律・人権相談（予約不要）
　◆日　時　５月11日㈬
　　　　　　９時30分～11時、13時～14時30分
　◆場　所　アイネス（大分市東春日町）

②裁判員体験ツアー（予約制・先着24人）
　◆日　時　５月30日㈪　14時～15時15分
　◆場　所　大分地方・家庭裁判所
※裁判員体験ツアーは、過去に参加された方は申し
込みできません。

　各行事の詳細については、大分地方・家庭裁判所の
ホームページでご確認ください。

　・問 大分地方裁判所　総務課庶務係
　　　 ☎097-532-7161（内線608）

協会けんぽ佐伯出張窓口の閉鎖について

　佐伯年金事務所内に開設しております「協会けんぽ
出張窓口」につきましては、５月31日をもちまして
閉鎖します。各種申請書につきましては、郵送でご提
出いただくようご協力をお願いします。ご利用の皆さ
まには、ご不便をおかけすることとなりますが、何卒
ご了承いただきますようお願い申し上げます。

問 全国健康保険協会大分支部　大分市金池南1-5-1　
　 ホルトホール大分（ＭＮＣタウン２階）
　 ☎097-573-5630

あなたも相談員になりませんか
「大分いのちの電話」第33期生

ボランティア電話相談員養成講座　受講生募集

あなたもカウンセリングを学びませんか
「大分いのちの電話」第11回自己成長のための

カウンセリング公開講座　受講生募集

◆募集期限　４月30日㈯まで
◆講座期間　毎週火曜日　18時30分～20時30分
●前期（講義・ロールプレイ）
　５月10日～９月６日
●後期（講義・ロールプレイ・一泊研修・スー
パービジョン・電話担当実習等）

　９月20日～2017年３月
◆場　　所　コンパルホール　大分市府内町
◆受 講 料　前期15,000円　後期15,000円
　　　　　　スーパービジョン5,000円

（学生は　前期10,000円　後期10,000円
　スーパービジョン5,000円）

◆募集人員　50人
◆受講資格　20歳以上の方で積極的に参加される方
◆応募方法　事務局に「募集要項」をご請求ください。

◆募集期限　４月30日㈯まで
◆講座期間　５月10日～９月６日
　　　　　　（毎週火曜日　18時30分～20時30分）
◆場　　所　コンパルホール　大分市府内町
◆受 講 料　15,000円　（学生　10,000円）
◆募集人員　20人
◆受講資格　20歳以上の方で積極的に参加される方
◆応募方法　事務局に「募集要項」をご請求ください。

　・問 大分いのちの電話事務局
　　　 ☎097-537-2488

申

申

申申



2223 2016.42016.4

豊後大野市役所 ☎0974-22-1001
清 川 支 所 ☎0974-35-2111
緒 方 支 所 ☎0974-42-2111

大 野 支 所 ☎0974-34-2301
千 歳 支 所 ☎0974-37-2111
犬 飼 支 所 ☎097-578-1111

朝 地 支 所 ☎0974-72-1111
…問い合わせ先　 …電話番号 …ファクス　 …申し込み先　 …予約

市内無料電話（９発信）をご利用ください。
☎問 申 予

コンサート実行委員募集

　10月に開催予定の「癒しのコンサート」に向けて
実行委員を募集します。豊後大野市の音楽活動に興味
のある方は、ぜひご連絡ください。

　第１回会議

◆日　時　４月19日㈫　14時～
◆場　所　市中央公民館　市役所２階　第３会議室

　・問 人権推進同和対策課　男女共同参画係
　　 　☎0974-22-1001（内線2491）
　　　 　0974-22-3361
　　　 メール　d103060@bungo-ohno.jp

豊後大野市隣保館「ふれあい教室」生徒募集

☆　楽しい余暇（時間）を見つけてみませんか？
　豊後大野市隣保館では、生涯学習を通じた“心のふ
れあい”を目的として「ふれあい教室」を開催してい
ます。
　どなたでも参加できますので、お気軽にお申し込み
ください。

★料理教室
開催日時　毎月第２火曜日　９時30分～13時
定　　員　24人（受付順）
年 会 費　2,500円

★絵手紙教室
開催日時　毎月第２水曜日　19時～21時
定　　員　20人（受付順）
※道具持参

★実用書道教室
開催日時　毎月第３水曜日　19時～21時
定　　員　20人（受付順）
※道具持参

★手編み教室　
開催日時　毎月第４金曜日　19時～21時
定　　員　20人（受付順）
※道具・毛糸持参

　各教室とも５月から、年10回の開催です。

申込締切　平成28年４月18日㈪

　・問 豊後大野市隣保館　豊後大野市大野町田中74-1
　　　　 0974-34-3603

国税専門官採用試験受験者募集

　人事院と国税庁では、国税専門官採用試験（大学卒
業程度）の受験者の募集をしています。
　申込受付は平成28年４月１日㈮から開始します
ので、受験資格等の詳細は、人事院ホームページ
（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htmまた
は　採用情報ＮＡＶＩ　検索　）をご覧いただくか、
次の１または２へお問い合わせください。
　なお、申込受付期間及び申込先は、申込方法及び希
望する第１次試験地により異なりますので、ご注意く
ださい。

問 １　人事院人材局試験課
　 　　（☎03-3581-5311　内線2332）
　 ２　熊本国税局人事第二課試験研修係
　 　　（☎096-354-6171　内線6046）
　 三重税務署（☎0974-22-1015）※自動音声案内

ナンバープレートの表示義務の明確化について

　平成28年４月１日以降、車のナンバープレートを
カバー等で被覆すること、シール等を貼り付けるこ
と、回転させて表示すること、折り返すこと等が明確
に禁止されました。これにより、
一定の位置・方法において表示し
なければ、運行することができな
くなりましたので、ご注意ください｡

問 国土交通省　九州運輸局　大分運輸支局
　 ☎ 097-558-2235

ご利用ください　無料相談会

◆日　　時　４月20日㈬　13時～16時
　　　　　　毎月第３水曜日
◆場　　所　大分県行政書士会（大分市城崎町1-2-3

　大分県住宅供給公社ビル３階）
◆相談内容　遺言や遺産相続、契約書・内容証明作成、

法人設立、不動産関連の行政手続き、建
設業等の許認可申請、自動車登録、その
他生活のお困り事に関する相談

問 大分県行政書士会事務局
　 ☎097-537-7089　　097-535-0622

大分県専門職産育休等サポーター
（臨時的任用職員・非常勤職員）の募集

　大分県では、育児休業等を取
得する職員等の代替職員として
勤務する臨時的任用職員または
非常勤職員（専門職産育休等サ
ポーター）の採用候補者名簿登録希望者を募集します。
なお、登録申し込みは随時受け付けています。

【募集職種】保健師、管理栄養士、獣医師、薬剤師、化
学、農業、畜産、林業、水産、総合土木及
び建築

　応募要領や応募書式は県のホームページに掲載する
ほか、県庁人事課や県の各振興局等でも配布します。

問 大分県人事課　☎097-506-2312

「おおいた性暴力救援センター・すみれ」を開設しました
性暴力被害に遭われた方をサポートします

　大分県では性暴力被害に遭われた方を総合的にサ
ポートするため、「おおいた性暴力救援センター・す
みれ」を平成28年４月１日に開設しました。
　性暴力被害は、被害後できるだけ早い段階で適切な
ケアを受けることが必要です。
　当センターでは、専任の支援員が被害者の意思を尊
重しながら、医療機関、臨床心理士、弁護士等と連
携・協力することにより、少しでも早く心身ともに回
復できるよう、必要なサポートを行います。過去の被
害についての相談もお受けします。

　秘密厳守・相談無料です。まずはお電話にてご相談
ください。

【おおいた性暴力救援センター・すみれ】
　相談専用電話：097-532-0330
　月～金曜日／９時～ 20時（祝日・年末年始除く）

憲法週間を迎えて

　大分地方・家庭裁判所では、憲法週間にちなんで次
の行事を実施します。

①無料法律・人権相談（予約不要）
　◆日　時　５月11日㈬
　　　　　　９時30分～11時、13時～14時30分
　◆場　所　アイネス（大分市東春日町）

②裁判員体験ツアー（予約制・先着24人）
　◆日　時　５月30日㈪　14時～15時15分
　◆場　所　大分地方・家庭裁判所
※裁判員体験ツアーは、過去に参加された方は申し
込みできません。

　各行事の詳細については、大分地方・家庭裁判所の
ホームページでご確認ください。

　・問 大分地方裁判所　総務課庶務係
　　　 ☎097-532-7161（内線608）

協会けんぽ佐伯出張窓口の閉鎖について

　佐伯年金事務所内に開設しております「協会けんぽ
出張窓口」につきましては、５月31日をもちまして
閉鎖します。各種申請書につきましては、郵送でご提
出いただくようご協力をお願いします。ご利用の皆さ
まには、ご不便をおかけすることとなりますが、何卒
ご了承いただきますようお願い申し上げます。

問 全国健康保険協会大分支部　大分市金池南1-5-1　
　 ホルトホール大分（ＭＮＣタウン２階）
　 ☎097-573-5630

あなたも相談員になりませんか
「大分いのちの電話」第33期生

ボランティア電話相談員養成講座　受講生募集

あなたもカウンセリングを学びませんか
「大分いのちの電話」第11回自己成長のための

カウンセリング公開講座　受講生募集

◆募集期限　４月30日㈯まで
◆講座期間　毎週火曜日　18時30分～20時30分
●前期（講義・ロールプレイ）
　５月10日～９月６日
●後期（講義・ロールプレイ・一泊研修・スー
パービジョン・電話担当実習等）
　９月20日～2017年３月

◆場　　所　コンパルホール　大分市府内町
◆受 講 料　前期15,000円　後期15,000円
　　　　　　スーパービジョン5,000円

（学生は　前期10,000円　後期10,000円
　スーパービジョン5,000円）

◆募集人員　50人
◆受講資格　20歳以上の方で積極的に参加される方
◆応募方法　事務局に「募集要項」をご請求ください。

◆募集期限　４月30日㈯まで
◆講座期間　５月10日～９月６日
　　　　　　（毎週火曜日　18時30分～20時30分）
◆場　　所　コンパルホール　大分市府内町
◆受 講 料　15,000円　（学生　10,000円）
◆募集人員　20人
◆受講資格　20歳以上の方で積極的に参加される方
◆応募方法　事務局に「募集要項」をご請求ください。

　・問 大分いのちの電話事務局
　　　 ☎097-537-2488

申

申

申申
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なお、外国人講師による英会話教室を開いています。
費用は月5,000円（小学生対象）

特色ある保育として、
英会話（週４回、４人の外国人講師）。
書き方（硬筆）・ヒップホップのダンス。
休日は保育園に準ずる。
月曜日～土曜日（7時～19時）
水曜日に園を開放・詳しくは☎097-578-0149

2歳児から
5歳児

広告問い合わせ先　財政課  管財係 　　0974-22-1001（内線 2429）

平成28年度の有料広告を募集します
　豊後大野市では、新たな財源の確保と地域経済の活性化を
目的に、各種有料広告を募集しています。

※詳しくは、市ホームページに掲載しています。

広告種類 広告掲載・掲出料
市報ぶんごおおの
市ホームページ
公 用 車 車 両
本 庁 舎 壁 面
有料ごみ袋包装紙

1枠 円（月額）
1枠 円（月額）
1台 円（月額）
1枠 円（月額）

包装紙1枚   0.514 円（最低20,000枚から）

15,420
5,140
5,140
5,140

☎0974-22-8000 9:00～22:00（休館日・月 祝日の場合は翌日）問い合わせ先　環境衛生課　環境係　　 0974-22-1001（内線 2303・2304）

☎0974-22-8000問い合わせ先　市民生活課　健康推進室　　 0974-22-1001

事業者名 店舗名
㈱マルミヤストア
㈱オーケー
㈱トキハインダストリー
㈱Ａコープ九州
㈱ホームインプルーブメントひろせ

マルミヤストア三重店
新鮮市場三重店
トキハインダストリーアクロプラザ三重
犬飼店、千歳店、おがた店、あさじ店、おおの店
HIひろせ三重店 生鮮ディスカウント市場

豊後大野市内レジ袋削減協定参加店舗

（家庭でできる取組）

私たちの生活を見直し、少しでも温室効果ガス（CO₂）の排出を減らすために、家庭でできる取組を紹介します。
温暖化防止のためにできることから始めてみましょう。

　大分県内では、平成21年６月から「事業
者」、「消費者団体」、「行政」が協定を交わ
し、地球温暖化の防止と循環型社会の構築
に向け、レジ袋の無料配布中止の取組が行
われています。これまで７年間の取組で、
平均約85％の方がマイバッグを持参され、
県内全体でレジ袋約５億7,800万枚（CO₂ 約
3.5万t、原油約１万kl）を削減しています。
（平成21年６月から平成27年12月まで累計値）
　豊後大野市内では、５事業者９店舗で取組が行われています。平成27年12月の調査では、83.5％の方がマイバッグ
の持参・レジ袋の辞退をしていただきました。

⑴ マイバッグは、お買い物中は折りたたんでおきましょう。　
⑵ お買い物には、お店の買い物カゴを使いましょう。　
⑶ マイバッグは、レジ袋の代わりです。レジを通ってから開きましょう。
⑷ いつでも一緒に。どこでも一緒に。急なお買い物や予定以上のお買い物に備えて、
マイバッグや家庭で余ったレジ袋を車の中やバッグの中に入れておきましょう。

　平成28年２月22日に、レジ袋無料配布中止の取組に参加する 株式会社
マルミヤストア（本社：大分県佐伯市）から、レジ袋無料配布中止に伴う
収益金の一部として44万円を、豊後大野市へご寄附いただきました。
　寄附金は豊後大野市の環境保全活動に活用していきます。

「レジ袋無料配布中止の取組」を推進しています

90

会場名
三重
清川
緒方
朝地
大野
犬飼

相談日
４月 ４日㈪
４月14日㈭
４月12日㈫
４月11日㈪
４月20日㈬
４月15日㈮

時　間
9時～12時
13時30分～16時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

場　　所
市中央公民館（市役所2階）
神 楽 会 館
緒 方 支 所
朝 地 支 所
隣 保 館
犬 飼 公 民 館

平成28年度 行政相談日程表
困ったら一人で悩まずご相談ください

 大分行政評価事務所　☎097-532-3715●問

平成28年度高齢者肺炎球菌予防接種の対象者

食で元気に！「元気もんシェフ」２期生募集食で元気に！「元気もんシェフ」２期生募集

問 高齢者福祉課　いきいき高齢者係　　0974-22-1001（内線 2171）

問い合わせ先 ハローワーク豊後大野　☎0974-22-8609

求人情報 （３月17日 現在）

①臨時講師（豊後大野市）17万円　②土木作業員（豊後大野市）18万円～27万円　③農作業員（豊後大野市）13万円　④庶務業務（豊
後大野市）12万円　⑤保育士（豊後大野市）13万円～15万円　⑥自動車整備士（豊後大野市）17万円～19万円　⑦ルート配送・営業
（豊後大野市）12万円～15万円　⑧准看護師（豊後大野市）15万円～17万円　⑨介護職員（豊後大野市）15万円～16万円　⑩大型貨
物運転手（豊後大野市）17万円～20万円　⑪送迎運転手（パート・豊後大野市）1,000円　⑫調理業務（パート・豊後大野市）800円  
⑬受付・販売員（パート・豊後大野市）800円～850円　⑭介護補助員（パート・豊後大野市）750円～850円　⑮歯科助手・歯科衛生
士（パート・豊後大野市）1,000円～1,250円

マイバッグ利用のポイント  ～ かしこく使って楽しくお買い物 !! ～　

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

昭和26年４月２日 ～ 昭和27年４月１日生まれの方 
昭和21年　  〃 ～ 昭和22年　   　〃
昭和16年　  〃 ～ 昭和17年　   　〃
昭和11年　  〃 ～ 昭和12年　   　〃
昭和  6年　  〃 ～ 昭和  7年　   　〃 　
大正15年　  〃 ～ 昭和  2年　   　〃
大正10年　  〃 ～ 大正11年　   　〃
大正  5年　  〃 ～ 大正  6年　   　〃 

株式会社マルミヤストアから収益金をご寄附いただきました 

※６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能障害またはヒト免
疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害を有する方も対象になります。

　“地域包括ケア拠点施設ひなたぼっこ”で、「在宅においてその有
する能力に応じ自立した日常生活が出来る」しくみづくりとして、
男性が「食べることで元気になること」を目的に下記を目指す方を
募集します。
・その 1：料理をすることで元気になる男性
・その 2：ひなたぼっこで“だんご汁”や
　“季節のカレー”の作り方を習得
・その 3：ひなたぼっこで開催する「元気も
　んカフェ」の調理サービススタッフ
募集人員：男性10人（第２・第４月曜日　
　　　　　９時～14時を交替で参加）
募集締め切り：４月20日（水）
事業説明会：４月25日（月）13時

　平成 27 年度に誕生し
た“ 元気もんシェフ ”
を、地域のサロン等に派
遣します。
＊だんご汁を出張して調理
しますので、ご要
望のある団体は、
ご連絡ください。
（食材費必要）

“元気もんシェフ”
派遣事業のお知らせ

豊後大野市チャレンジデー2016

問い合わせ先　社会教育課　スポーツ推進係
　　　　　　　　 0974-22-1001（内線 2222）

詳細は来月お知らせします
みなさんの参加で今年も勝利をおさめましょう!!

5/25（水）です今年は
報告が大事です!

目標参加率

52%

問い合わせ先・申し込み先 朝倉文夫記念館　　 0974-72-1300

日本画友の会結成35周年記念

　県日本画壇における女流日本画家の第一人者、宮﨑喜恵と宮﨑が主宰する日本画友会の会員による、日
本画の展覧会を開催します。

会　場：朝倉文夫記念文化ホール（朝地町）
入館料：大人200円、小中高生100円（記念館入館者は無料）
　　　　※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方とその介護者１人は無料

⑴　シンポジウム（ギャラリートーク）
　　　日　時：４月30日（土）10時～11時30分
　　　場　所：朝倉文夫記念文化ホール展覧会場にて
⑵　日本画ワークショップ（実技講習会）
　　　日　時：５月８日（日）10時～12時　こども向け「ペットボトルの中の小さな世界」
　　　　　　　　　　　　　  13時～15時　デッサン「卵を描く」　
　　　　　　　５月11日（水）10時～12時　日本画技法「初めての日本画」
　　　　　　　　　　　　　  13時～15時　日本画技法「もみ紙、砂子」　
　　　場　所：朝倉文夫記念文化ホールまたはアトリエ朝

　これまでに肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがない
方で、平成28年度に右表の年齢となる方
◆接種期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日まで
◆接種費用　自己負担金　3,000円（助成適用後の額です）
　　　　　　（生活保護受給者は自己負担金なし）
★注意
　平成28年度の対象者には市から「高齢者肺炎球菌予防接種
受診券」を４月上旬に郵送します。受診券がないと助成が受
けられませんので、必ず持参してください。

2016

200万人のスポーツイベントチャレンジデー2016

会　期：４月28日（木）～５月15日（日） ９時～17時　※５／２（月）、５／９（月）休館

身近なことからCO２削減。
マイバッグを利用しましょう！

「宮﨑喜恵と日本画友の会展」 開催！

参加者募集
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なお、外国人講師による英会話教室を開いています。
費用は月5,000円（小学生対象）

特色ある保育として、
英会話（週４回、４人の外国人講師）。
書き方（硬筆）・ヒップホップのダンス。
休日は保育園に準ずる。
月曜日～土曜日（7時～19時）
水曜日に園を開放・詳しくは☎097-578-0149

2歳児から
5歳児

広告問い合わせ先　財政課  管財係 　　0974-22-1001（内線 2429）

平成28年度の有料広告を募集します
　豊後大野市では、新たな財源の確保と地域経済の活性化を
目的に、各種有料広告を募集しています。

※詳しくは、市ホームページに掲載しています。

広告種類 広告掲載・掲出料
市報ぶんごおおの
市ホームページ
公 用 車 車 両
本 庁 舎 壁 面
有料ごみ袋包装紙

1枠 円（月額）
1枠 円（月額）
1台 円（月額）
1枠 円（月額）

包装紙1枚   0.514 円（最低20,000枚から）

15,420
5,140
5,140
5,140

☎0974-22-8000 9:00～22:00（休館日・月 祝日の場合は翌日）問い合わせ先　環境衛生課　環境係　　 0974-22-1001（内線 2303・2304）

☎0974-22-8000問い合わせ先　市民生活課　健康推進室　　 0974-22-1001

事業者名 店舗名
㈱マルミヤストア
㈱オーケー
㈱トキハインダストリー
㈱Ａコープ九州
㈱ホームインプルーブメントひろせ

マルミヤストア三重店
新鮮市場三重店
トキハインダストリーアクロプラザ三重
犬飼店、千歳店、おがた店、あさじ店、おおの店
HIひろせ三重店 生鮮ディスカウント市場

豊後大野市内レジ袋削減協定参加店舗

（家庭でできる取組）

私たちの生活を見直し、少しでも温室効果ガス（CO₂）の排出を減らすために、家庭でできる取組を紹介します。
温暖化防止のためにできることから始めてみましょう。

　大分県内では、平成21年６月から「事業
者」、「消費者団体」、「行政」が協定を交わ
し、地球温暖化の防止と循環型社会の構築
に向け、レジ袋の無料配布中止の取組が行
われています。これまで７年間の取組で、
平均約85％の方がマイバッグを持参され、
県内全体でレジ袋約５億7,800万枚（CO₂ 約
3.5万t、原油約１万kl）を削減しています。
（平成21年６月から平成27年12月まで累計値）
　豊後大野市内では、５事業者９店舗で取組が行われています。平成27年12月の調査では、83.5％の方がマイバッグ
の持参・レジ袋の辞退をしていただきました。

⑴ マイバッグは、お買い物中は折りたたんでおきましょう。　
⑵ お買い物には、お店の買い物カゴを使いましょう。　
⑶ マイバッグは、レジ袋の代わりです。レジを通ってから開きましょう。
⑷ いつでも一緒に。どこでも一緒に。急なお買い物や予定以上のお買い物に備えて、
マイバッグや家庭で余ったレジ袋を車の中やバッグの中に入れておきましょう。

　平成28年２月22日に、レジ袋無料配布中止の取組に参加する 株式会社
マルミヤストア（本社：大分県佐伯市）から、レジ袋無料配布中止に伴う
収益金の一部として44万円を、豊後大野市へご寄附いただきました。
　寄附金は豊後大野市の環境保全活動に活用していきます。

「レジ袋無料配布中止の取組」を推進しています
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会場名
三重
清川
緒方
朝地
大野
犬飼

相談日
４月 ４日㈪
４月14日㈭
４月12日㈫
４月11日㈪
４月20日㈬
４月15日㈮

時　間
9時～12時
13時30分～16時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

場　　所
市中央公民館（市役所2階）
神 楽 会 館
緒 方 支 所
朝 地 支 所
隣 保 館
犬 飼 公 民 館

平成28年度 行政相談日程表
困ったら一人で悩まずご相談ください

 大分行政評価事務所　☎097-532-3715●問

平成28年度高齢者肺炎球菌予防接種の対象者

食で元気に！「元気もんシェフ」２期生募集食で元気に！「元気もんシェフ」２期生募集

問 高齢者福祉課　いきいき高齢者係　　0974-22-1001（内線 2171）

問い合わせ先 ハローワーク豊後大野　☎0974-22-8609

求人情報 （３月17日 現在）

①臨時講師（豊後大野市）17万円　②土木作業員（豊後大野市）18万円～27万円　③農作業員（豊後大野市）13万円　④庶務業務（豊
後大野市）12万円　⑤保育士（豊後大野市）13万円～15万円　⑥自動車整備士（豊後大野市）17万円～19万円　⑦ルート配送・営業
（豊後大野市）12万円～15万円　⑧准看護師（豊後大野市）15万円～17万円　⑨介護職員（豊後大野市）15万円～16万円　⑩大型貨
物運転手（豊後大野市）17万円～20万円　⑪送迎運転手（パート・豊後大野市）1,000円　⑫調理業務（パート・豊後大野市）800円  
⑬受付・販売員（パート・豊後大野市）800円～850円　⑭介護補助員（パート・豊後大野市）750円～850円　⑮歯科助手・歯科衛生
士（パート・豊後大野市）1,000円～1,250円

マイバッグ利用のポイント  ～ かしこく使って楽しくお買い物 !! ～　

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

昭和26年４月２日 ～ 昭和27年４月１日生まれの方 
昭和21年　  〃 ～ 昭和22年　   　〃
昭和16年　  〃 ～ 昭和17年　   　〃
昭和11年　  〃 ～ 昭和12年　   　〃
昭和  6年　  〃 ～ 昭和  7年　   　〃 　
大正15年　  〃 ～ 昭和  2年　   　〃
大正10年　  〃 ～ 大正11年　   　〃
大正  5年　  〃 ～ 大正  6年　   　〃 

株式会社マルミヤストアから収益金をご寄附いただきました 

※６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能障害またはヒト免
疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害を有する方も対象になります。

　“地域包括ケア拠点施設ひなたぼっこ”で、「在宅においてその有
する能力に応じ自立した日常生活が出来る」しくみづくりとして、
男性が「食べることで元気になること」を目的に下記を目指す方を
募集します。
・その 1：料理をすることで元気になる男性
・その 2：ひなたぼっこで“だんご汁”や
　“季節のカレー”の作り方を習得
・その 3：ひなたぼっこで開催する「元気も
　んカフェ」の調理サービススタッフ
募集人員：男性10人（第２・第４月曜日　
　　　　　９時～14時を交替で参加）
募集締め切り：４月20日（水）
事業説明会：４月25日（月）13時

　平成 27 年度に誕生し
た“ 元気もんシェフ ”
を、地域のサロン等に派
遣します。
＊だんご汁を出張して調理
しますので、ご要
望のある団体は、
ご連絡ください。
（食材費必要）

“元気もんシェフ”
派遣事業のお知らせ

豊後大野市チャレンジデー2016

問い合わせ先　社会教育課　スポーツ推進係
　　　　　　　　 0974-22-1001（内線 2222）

詳細は来月お知らせします
みなさんの参加で今年も勝利をおさめましょう!!

5/25（水）です今年は
報告が大事です!

目標参加率

52%

問い合わせ先・申し込み先 朝倉文夫記念館　　 0974-72-1300

日本画友の会結成35周年記念

　県日本画壇における女流日本画家の第一人者、宮﨑喜恵と宮﨑が主宰する日本画友会の会員による、日
本画の展覧会を開催します。

会　場：朝倉文夫記念文化ホール（朝地町）
入館料：大人200円、小中高生100円（記念館入館者は無料）
　　　　※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方とその介護者１人は無料

⑴　シンポジウム（ギャラリートーク）
　　　日　時：４月30日（土）10時～11時30分
　　　場　所：朝倉文夫記念文化ホール展覧会場にて
⑵　日本画ワークショップ（実技講習会）
　　　日　時：５月８日（日）10時～12時　こども向け「ペットボトルの中の小さな世界」
　　　　　　　　　　　　　  13時～15時　デッサン「卵を描く」　
　　　　　　　５月11日（水）10時～12時　日本画技法「初めての日本画」
　　　　　　　　　　　　　  13時～15時　日本画技法「もみ紙、砂子」　
　　　場　所：朝倉文夫記念文化ホールまたはアトリエ朝

　これまでに肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがない
方で、平成28年度に右表の年齢となる方
◆接種期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日まで
◆接種費用　自己負担金　3,000円（助成適用後の額です）
　　　　　　（生活保護受給者は自己負担金なし）
★注意
　平成28年度の対象者には市から「高齢者肺炎球菌予防接種
受診券」を４月上旬に郵送します。受診券がないと助成が受
けられませんので、必ず持参してください。

2016

200万人のスポーツイベントチャレンジデー2016

会　期：４月28日（木）～５月15日（日） ９時～17時　※５／２（月）、５／９（月）休館

身近なことからCO２削減。
マイバッグを利用しましょう！

「宮﨑喜恵と日本画友の会展」 開催！

参加者募集
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４月

くらしのカレンダー
〒879-7198

豊後大野市三重町市場1200番地
豊後大野市役所 総務課 秘書広報係
　　 0974-22-1001（内線 2006）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

野犬の捕獲日

●問 豊肥保健所　☎0974-22-0162

４日（月）
６日（水）
11日（月）
13日（水）

18日（月）
20日（水）
25日（月）
27日（水）

猫の引取日

無料相談のご案内

市清掃センターごみ持ち込み
日時：10日（日）
　　　９時～12時、13時～16時

■消費生活相談
　毎週月～金曜日
　　　　　　８時30分～17時
●問 市消費生活センター（商工観光課 内）
☎0974-22-1018

■不動産に関する相談
　日時：21日（木）９時～12時
　場所：市中央公民館
　　　　（市役所２階）
●問 総務課総務係      0974-22-1001

●問 市清掃センター　　0974-22-4733

日時：６日（水）　20日（水）
　　　14時～ 15時
●問 豊肥保健所　☎0974-22-0162

豊後大野市医師会の日曜日・祝日の輪番在宅当番医

当番日 医療機関名 電話番号

９時～17時※当番医医療機関についてはやむを得ず変更になる場合があり
ますので、受診の際は事前に電話等でお確かめください。

診療
時間

小　児　科　休　日　当　番　医

９時～12時医療機関によって異なりますので、あらかじめ
医療機関に電話等でお問い合わせください。

受付
時間

診療
時間 ９時～12時

医療機関によって異なりますので、あらかじめ
医療機関に電話等でお問い合わせください。

受付
時間

診療
時間

※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがありますので、ご了承ください。
※当番医療機関については、やむを得ず変更になる場合がありますので、緊急の場合は、受診される医
療機関に電話等でお確かめください。

※毎月の当番表については、各医療機関の院内に掲示するほか、豊肥保健所ホームページ
　（http://www.pref.oita.jp/site/houhi/）のお知らせ欄に掲載しています。

《救急告示施設》
帰巖会 みえ病院（三重町）☎0974-22-2222　福島病院（三重町）☎0974-22-3321

豊後大野市民病院（緒方町）☎0974-42-3121

ほのぼのおおのラブLive出演者募集

　音楽ジャンルは問いません。舞台で最高のパフォーマン
スを見せてください。
◆開催期日　平成28年９月４日㈰
◆応募方法　持参、ファクシミリまたは郵送のいずれか。
　　　　　　写真を添付（または同封）願います。
　　　　　　※応募用紙は、エイトピアおおのホームページ

　　　　　　　からダウンロードできます。
　　　　　　　http://www.bungoohno-bunka.jp
◆応募期限　平成28年４月22日㈮
◆そ の 他　※出演希望者が多数の場合は、実行委員会にて

調整します。その結果、出演できない場合も
ありますので御了承願います。

0974-32-2017
0974-24-0070
0974-42-2023
097-578-1117
0974-22-7776
0974-22-0378
0974-22-3321
0974-22-7280
0974-22-2222

岩田医院（野津町）
ごとう消化器科内科クリニック（三重町）
麻生医院（緒方町）
宇野医院（犬飼町）
ニコニコ診療所（三重町）
菅尾医院（三重町）
福島病院（三重町）
みえ記念病院（三重町）
帰巖会 みえ病院（三重町）

４月３日（日）
４月10日（日）
４月17日（日）
４月24日（日）
４月29日（金）
５月１日（日）
５月３日（火）
５月４日（水）
５月５日（木）

当番日 医療機関名 電話番号
0974-22-1118
097-578-0101
0974-32-2167
0974-42-3622
0974-22-8828
0974-22-0317
0974-22-1455
0974-22-6262
0974-32-7220

ごとう歯科口腔外科クリニック（三重町）
杉山歯科医院（犬飼町）
杉山歯科医院（野津町）
高倉歯科医院（緒方町）
フレンド歯科医院（三重町）
羽田歯科医院（三重町）
市場のはいしゃさん（三重町）
つばさ歯科（三重町）
岩田歯科クリニック（緒方町）

４月３日（日）
４月10日（日）
４月17日（日）
４月24日（日）
４月29日（金）
５月１日（日）
５月３日（火）
５月４日（水）
５月５日（木）

歯　科　休　日　当　番　医

お
誕
生

お
め
で
と
う

﹇
２
月
中
届
出
・「

　」
内
は
保
護
者
敬
称
略
﹈

※

ご
家
族
が
同
意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
三
重
】

●
佐
藤

　駿
（
か
け
る
）

　「大
介
・
賀
子
（
三
重
大
原
）」

●
藤
原

　美
杏
（
み
あ
）

　「清
・
美
音
（
市
原
）」

●
手
嶋

　暖
（
は
る
）

　「勉
・
拡
子
（
下
赤
嶺
中
の
原
）」

●
三
浦

　陸
翔
（
り
く
と
）

　「徹
也
・
由
希
（
下
赤
嶺
下
）」

●
矢
野

　笑
光
（
に
こ
）

　「良
真
・
茜
（
三
重
原
）」

●
原

　麻
莉
奈
（
ま
り
な
）

　「佑
太
・
早
紀
（
三
重
原
）」

●
小
野

　心
暖
（
こ
は
る
）

　「清
司
・
千
春
（
三
重
原
）」

●
有
田

　真
緒
（
ま
お
）

　「貴
秀
・
真
奈
美
（
三
重
原
）」

●
栁
井

　柚
（
ゆ
ず
）

　「絢
伍
・
真
那
（
前
内
田
）」

●
足
立

　煌
（
こ
う
）

　「圭
・
夏
希
（
久
知
良
二
区
）」

●
佐
藤

　陽
日
（
は
る
ひ
）

　「佑
介
・
雅
代
（
久
知
良
二
区
）」

【
緒
方
】

●
古
庄

　秀
光
（
ひ
で
み
つ
）

　「諒
平
・
恭
子
（
原
尻
）」

﹇
２
月
中
届
出

　敬
称
略
﹈

※

ご
家
族
が
同
意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

【
三
重
】

●
高
橋
　
文
子（
99
・
又
　
井
）

●
穴
南
ケ
サ
子（
81
・
森
　
迫
）

●
後
　
　
富
夫（
87
・
川
　
辺
）

●
後
藤
　
　
久（
87
・
向
　
野
）

●
川
野
　
隆
夫（
57
・
中
小
坂
）

●
河
野
ア
ヤ
子（
89
・
前
内
田
）

●
小
林
千
代
子（
85
・
内
　
田
）

●
深
田
ミ
ヨ
コ（
85
・
内
　
田
）

●
玉
田
　
泰
子（
82
・
下
玉
田
）

●
坂
本
シ
ゲ
コ（
92
・
久
知
良
一
区
）

【
清
川
】

●
小
野
　
好
古（
78
・
雨
　
堤
）

【
緒
方
】

●
工
　
ミ
チ
ヨ（
92
・
中
　
野
）

●
渡
部
　
要
範（
90
・
柚
　
木
）

●
阿
南
　
一
洋（
73
・
小
　
宛
）

●
谷
　
　
正
幸（
85
・
上
自
在
）

●
三
代
　
勝
彦（
83
・
上
自
在
）

●
眞
部
キ
ミ
ヱ（
92
・
下
自
在
）

●
清
田
　
敏
雄（
90
・
馬
　
場
）

●
渋
谷
チ
エ
子（
87
・
野
　
仲
）

【
朝
地
】

●
廣
瀨
シ
ズ
子（
93
・
和
　
田
）

●
小
代
　
　
輝（
70
・
下
　
野
）

●
森
　
　
萬
良（
91
・
志
　
賀
）

●
首
藤
　
繁
子（
83
・
宮
生
中
央
）

●
原
田
　
益
見（
81
・
綿
　
田
）

【
大
野
】

●
佐
伯
　
三
一（
101
・
若
　
藤
）

●
船
河
　
正
則（
91
・
高
　
野
）

●
小
　
ヨ
シ
ミ（
97
・
酒
井
寺
）

●
首
　
　
ア
ヤ（
83
・
屋
　
原
）

●
足
立
　
長
子（
92
・
杉
　
園
）

●
麻
生
　
節
子（
86
・
後
田
北
）

●
石
井
ト
シ
コ（
87
・
後
田
北
）

【
千
歳
】

●
宮
成
ナ
ミ
子（
89
・
田
　
口
）

●
稲
摩
ツ
ヤ
コ（
91
・
舟
　
木
）

●
宮
成
　
敦
子（
98
・
新
　
殿
）

●
有
田
　
キ
ミ（
88
・
中
　
部
）

●
小
野
　
末
子（
81
・
新
殿
住
宅
）

【
犬
飼
】

●
髙
柳
ヤ
エ
子（
70
・
柴
北
上
）

●
後
藤
サ
ダ
子（
87
・
柴
北
下
）

●
衞
藤
　
公
子（
88
・
上
六
区
）

●
村
上
　
完
一（
93
・
下
　
町
）

●
佐
竹
　
春
江（
93
・
犬
飼
原
）

●
麻
生
　
照
美（
85
・
高
　
松
）

●
村
上
ヒ
サ
コ（
101
・
長
　
谷
）

●
足
立
　
長
　（
89
・
細
　
口
）

　市民の皆さんが行う活動の参加
者・会員募集、またイベントの周
知など、いろいろな情報を掲載し
ます（営利目的のものなどは掲載
できません）。皆さんからの情報を
お待ちしています（誌面の都合で
掲載できないこともありますの
で、ご了承ください）。

豊後大野市総合文化センター
「エイトピアおおの」 レストラン経営者募集

善
意
の
窓

善
意
の
窓

◇
物
品
寄
付
【
敬
省
略
】

お
お
の
さ
く
ら
幼
稚
園
へ
　

中
道
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
大
野
町
中
道
）

問 神楽会館　   0974-35-2372

神楽会館一般公演
◆日　時
　４月24日㈰
　開場12時　公演13時～16時
◆場　所　神楽会館
◆入場料
　大人 1,000円（当日1,500円）
　中学生以下 500円（当日1,000円）
◆出演団体
　城原神楽、浅草・犬山神楽保存会
◆チケット
神楽会館、エイトピアおおの、市内各
公民館、ローソンチケット

▲

城
原
神
楽

▲

浅
草
・
犬
山
神
楽
保
存
会

エイトピアおおの　☎0974-22-8000　FAX 0974-22-3953問 

　市では、豊後大野市総合文化センター「エイトピアおおの」のレストランの経営者を募集します。「エイトピアおおの」のレ
ストランは、多くの人々の交流の場を提供するという重要な役割を担っています。
　文化センターの事業趣旨に基づく営業活動のできる経営者を募集します。
１．応募資格　
　　①飲食店の経営または飲食店に従事した経験のある方。
　　②豊後大野市総合文化センターの運営方針に賛同し、
　　　その運営方針に従って営業活動のできる方。
２．入居条件・施設設備等については、後日申し込み者に対し
　　て、説明会を開催します。

３．申し込み及び問い合わせ　
　　○まちづくり推進課備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、
　　　関係書類を添えてお申し込みください。
　　○申込期限　平成28年４月28日㈭まで
４．決定方法　
　　○書類審査及び面接により決定します。

●
水
野

　有
紗
（
あ
り
さ
）

　「幸
太
郎
・
詩
織
（
野
仲
）」

【
朝
地
】

●
小
倉

　和
明
（
か
ず
あ
き
）

　「敬
太
・
晴
奈
（
朝
地
）」

【
犬
飼
】

●
川
越

　雄
心
（
ゆ
う
し
ん
）

　「隆
男
・
優
美
（
上
重
）」

ほのぼのおおのラブLiveに出演してみませんか！

まちづくり推進課　文化芸術振興係　   0974-22-1001申・ 問 

当番日 医療機関名 電話番号

0974-42-3121

0974-24-0230

0974-42-3121

豊後大野市民病院（緒方町）

みやわき小児科（三重町）

豊後大野市民病院（緒方町）

４月３日（日）
４月10日（日）
４月17日（日）
４月24日（日）
４月29日（金）
５月１日（日）
５月３日（火）
５月４日（水）
５月５日（木）
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４月

くらしのカレンダー
〒879-7198

豊後大野市三重町市場1200番地
豊後大野市役所 総務課 秘書広報係
　　 0974-22-1001（内線 2006）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

野犬の捕獲日

●問 豊肥保健所　☎0974-22-0162

４日（月）
６日（水）
11日（月）
13日（水）

18日（月）
20日（水）
25日（月）
27日（水）

猫の引取日

無料相談のご案内

市清掃センターごみ持ち込み
日時：10日（日）
　　　９時～12時、13時～16時

■消費生活相談
　毎週月～金曜日
　　　　　　８時30分～17時
●問 市消費生活センター（商工観光課 内）
☎0974-22-1018

■不動産に関する相談
　日時：21日（木）９時～12時
　場所：市中央公民館
　　　　（市役所２階）
●問 総務課総務係      0974-22-1001

●問 市清掃センター　　0974-22-4733

日時：６日（水）　20日（水）
　　　14時～ 15時
●問 豊肥保健所　☎0974-22-0162

豊後大野市医師会の日曜日・祝日の輪番在宅当番医

当番日 医療機関名 電話番号

９時～17時※当番医医療機関についてはやむを得ず変更になる場合があり
ますので、受診の際は事前に電話等でお確かめください。

診療
時間

小　児　科　休　日　当　番　医

９時～12時医療機関によって異なりますので、あらかじめ
医療機関に電話等でお問い合わせください。

受付
時間

診療
時間 ９時～12時

医療機関によって異なりますので、あらかじめ
医療機関に電話等でお問い合わせください。

受付
時間

診療
時間

※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがありますので、ご了承ください。
※当番医療機関については、やむを得ず変更になる場合がありますので、緊急の場合は、受診される医
療機関に電話等でお確かめください。

※毎月の当番表については、各医療機関の院内に掲示するほか、豊肥保健所ホームページ
　（http://www.pref.oita.jp/site/houhi/）のお知らせ欄に掲載しています。

《救急告示施設》
帰巖会 みえ病院（三重町）☎0974-22-2222　福島病院（三重町）☎0974-22-3321

豊後大野市民病院（緒方町）☎0974-42-3121

ほのぼのおおのラブLive出演者募集

　音楽ジャンルは問いません。舞台で最高のパフォーマン
スを見せてください。
◆開催期日　平成28年９月４日㈰
◆応募方法　持参、ファクシミリまたは郵送のいずれか。
　　　　　　写真を添付（または同封）願います。
　　　　　　※応募用紙は、エイトピアおおのホームページ

　　　　　　　からダウンロードできます。
　　　　　　　http://www.bungoohno-bunka.jp
◆応募期限　平成28年４月22日㈮
◆そ の 他　※出演希望者が多数の場合は、実行委員会にて

調整します。その結果、出演できない場合も
ありますので御了承願います。

0974-32-2017
0974-24-0070
0974-42-2023
097-578-1117
0974-22-7776
0974-22-0378
0974-22-3321
0974-22-7280
0974-22-2222

岩田医院（野津町）
ごとう消化器科内科クリニック（三重町）
麻生医院（緒方町）
宇野医院（犬飼町）
ニコニコ診療所（三重町）
菅尾医院（三重町）
福島病院（三重町）
みえ記念病院（三重町）
帰巖会 みえ病院（三重町）

４月３日（日）
４月10日（日）
４月17日（日）
４月24日（日）
４月29日（金）
５月１日（日）
５月３日（火）
５月４日（水）
５月５日（木）

当番日 医療機関名 電話番号
0974-22-1118
097-578-0101
0974-32-2167
0974-42-3622
0974-22-8828
0974-22-0317
0974-22-1455
0974-22-6262
0974-32-7220

ごとう歯科口腔外科クリニック（三重町）
杉山歯科医院（犬飼町）
杉山歯科医院（野津町）
高倉歯科医院（緒方町）
フレンド歯科医院（三重町）
羽田歯科医院（三重町）
市場のはいしゃさん（三重町）
つばさ歯科（三重町）
岩田歯科クリニック（緒方町）

４月３日（日）
４月10日（日）
４月17日（日）
４月24日（日）
４月29日（金）
５月１日（日）
５月３日（火）
５月４日（水）
５月５日（木）

歯　科　休　日　当　番　医

お
誕
生

お
め
で
と
う

﹇
２
月
中
届
出
・「

　」
内
は
保
護
者
敬
称
略
﹈

※

ご
家
族
が
同
意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
三
重
】

●
佐
藤

　駿
（
か
け
る
）

　「大
介
・
賀
子
（
三
重
大
原
）」

●
藤
原

　美
杏
（
み
あ
）

　「清
・
美
音
（
市
原
）」

●
手
嶋

　暖
（
は
る
）

　「勉
・
拡
子
（
下
赤
嶺
中
の
原
）」

●
三
浦

　陸
翔
（
り
く
と
）

　「徹
也
・
由
希
（
下
赤
嶺
下
）」

●
矢
野

　笑
光
（
に
こ
）

　「良
真
・
茜
（
三
重
原
）」

●
原

　麻
莉
奈
（
ま
り
な
）

　「佑
太
・
早
紀
（
三
重
原
）」

●
小
野

　心
暖
（
こ
は
る
）

　「清
司
・
千
春
（
三
重
原
）」

●
有
田

　真
緒
（
ま
お
）

　「貴
秀
・
真
奈
美
（
三
重
原
）」

●
栁
井

　柚
（
ゆ
ず
）

　「絢
伍
・
真
那
（
前
内
田
）」

●
足
立

　煌
（
こ
う
）

　「圭
・
夏
希
（
久
知
良
二
区
）」

●
佐
藤

　陽
日
（
は
る
ひ
）

　「佑
介
・
雅
代
（
久
知
良
二
区
）」

【
緒
方
】

●
古
庄

　秀
光
（
ひ
で
み
つ
）

　「諒
平
・
恭
子
（
原
尻
）」

﹇
２
月
中
届
出

　敬
称
略
﹈

※

ご
家
族
が
同
意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

【
三
重
】

●
高
橋
　
文
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・
又
　
井
）

●
穴
南
ケ
サ
子（
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・
森
　
迫
）

●
後
　
　
富
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・
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辺
）

●
後
藤
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87
・
向
　
野
）

●
川
野
　
隆
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・
中
小
坂
）

●
河
野
ア
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前
内
田
）

●
小
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・
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田
）
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深
田
ミ
ヨ
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・
内
　
田
）
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下
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田
）

●
坂
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シ
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久
知
良
一
区
）
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・
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）
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）
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要
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）
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）
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谷
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）

●
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代
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）
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）

●
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場
）

●
渋
谷
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エ
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・
野
　
仲
）

【
朝
地
】
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廣
瀨
シ
ズ
子（
93
・
和
　
田
）

●
小
代
　
　
輝（
70
・
下
　
野
）

●
森
　
　
萬
良（
91
・
志
　
賀
）

●
首
藤
　
繁
子（
83
・
宮
生
中
央
）

●
原
田
　
益
見（
81
・
綿
　
田
）

【
大
野
】

●
佐
伯
　
三
一（
101
・
若
　
藤
）

●
船
河
　
正
則（
91
・
高
　
野
）

●
小
　
ヨ
シ
ミ（
97
・
酒
井
寺
）

●
首
　
　
ア
ヤ（
83
・
屋
　
原
）

●
足
立
　
長
子（
92
・
杉
　
園
）

●
麻
生
　
節
子（
86
・
後
田
北
）

●
石
井
ト
シ
コ（
87
・
後
田
北
）

【
千
歳
】

●
宮
成
ナ
ミ
子（
89
・
田
　
口
）

●
稲
摩
ツ
ヤ
コ（
91
・
舟
　
木
）

●
宮
成
　
敦
子（
98
・
新
　
殿
）

●
有
田
　
キ
ミ（
88
・
中
　
部
）

●
小
野
　
末
子（
81
・
新
殿
住
宅
）

【
犬
飼
】

●
髙
柳
ヤ
エ
子（
70
・
柴
北
上
）

●
後
藤
サ
ダ
子（
87
・
柴
北
下
）

●
衞
藤
　
公
子（
88
・
上
六
区
）

●
村
上
　
完
一（
93
・
下
　
町
）

●
佐
竹
　
春
江（
93
・
犬
飼
原
）

●
麻
生
　
照
美（
85
・
高
　
松
）

●
村
上
ヒ
サ
コ（
101
・
長
　
谷
）

●
足
立
　
長
　（
89
・
細
　
口
）

　市民の皆さんが行う活動の参加
者・会員募集、またイベントの周
知など、いろいろな情報を掲載し
ます（営利目的のものなどは掲載
できません）。皆さんからの情報を
お待ちしています（誌面の都合で
掲載できないこともありますの
で、ご了承ください）。

豊後大野市総合文化センター
「エイトピアおおの」 レストラン経営者募集

善
意
の
窓

善
意
の
窓

◇
物
品
寄
付
【
敬
省
略
】

お
お
の
さ
く
ら
幼
稚
園
へ
　

中
道
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
大
野
町
中
道
）

問 神楽会館　   0974-35-2372

神楽会館一般公演
◆日　時
　４月24日㈰
　開場12時　公演13時～16時
◆場　所　神楽会館
◆入場料
　大人 1,000円（当日1,500円）
　中学生以下 500円（当日1,000円）
◆出演団体
　城原神楽、浅草・犬山神楽保存会
◆チケット
神楽会館、エイトピアおおの、市内各
公民館、ローソンチケット

▲

城
原
神
楽

▲

浅
草
・
犬
山
神
楽
保
存
会

エイトピアおおの　☎0974-22-8000　FAX 0974-22-3953問 

　市では、豊後大野市総合文化センター「エイトピアおおの」のレストランの経営者を募集します。「エイトピアおおの」のレ
ストランは、多くの人々の交流の場を提供するという重要な役割を担っています。
　文化センターの事業趣旨に基づく営業活動のできる経営者を募集します。
１．応募資格　
　　①飲食店の経営または飲食店に従事した経験のある方。
　　②豊後大野市総合文化センターの運営方針に賛同し、
　　　その運営方針に従って営業活動のできる方。
２．入居条件・施設設備等については、後日申し込み者に対し
　　て、説明会を開催します。

３．申し込み及び問い合わせ　
　　○まちづくり推進課備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、
　　　関係書類を添えてお申し込みください。
　　○申込期限　平成28年４月28日㈭まで
４．決定方法　
　　○書類審査及び面接により決定します。

●
水
野

　有
紗
（
あ
り
さ
）

　「幸
太
郎
・
詩
織
（
野
仲
）」

【
朝
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ほのぼのおおのラブLiveに出演してみませんか！

まちづくり推進課　文化芸術振興係　   0974-22-1001申・ 問 

当番日 医療機関名 電話番号

0974-42-3121

0974-24-0230

0974-42-3121

豊後大野市民病院（緒方町）

みやわき小児科（三重町）

豊後大野市民病院（緒方町）

４月３日（日）
４月10日（日）
４月17日（日）
４月24日（日）
４月29日（金）
５月１日（日）
５月３日（火）
５月４日（水）
５月５日（木）



●人　口  37,970 人（  －54 人 ）
●　男　  17,628 人（  －23 人 ）
●　女　  20,342 人（  －31 人 ）
●世帯数  16,419世帯（  －38世帯）

発行／豊後大野市　　編集／総務課
〒879-7198　大分県豊後大野市三重町市場1200　　 0974（22）1001　　0974（22）3361
豊後大野市ホームページアドレス　http://www.bungo-ohno.jp/

納税等のご案内

282016.4

納期限（口座振替日） ５月２日（月）
※ケーブルテレビ使用料  ４月26日（火）

固定資産税、保育料（幼稚園・保育所・認定
こども園）、給食費、住宅等使用料、水道料
金、農業集落排水施設使用料、下水道使用
料、浄化槽使用料、ケーブルテレビ使用料、
養護老人ホーム入所負担金、やすらぎ団地土
地使用料、市営駐車場使用料、市有地貸付料
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渡部　幹雄さん（緒方町出身）
和歌山大学 教授 附属図書館 館長

人があつまる
図書館づくり

▲視察先のシュツットガルト市立
　図書館にて（ドイツ）

▲祭りを楽しむ上年野区の皆さん

▲会場入り口にはかわいらしい看板が

　３月２日から６日にかけ、緒方町上年野区公民館で上記イベント
が開催されました。タイトルにある「トメ石」とは、祖母山の峰が
この地区を支える岩盤で終わるとの言い伝えに由来し、その岩盤の
下から湧き出る清らかな伏流水は、古くから地域の人々に利用され
てきました。昭和初期には造り酒屋や製材所などで賑わっていた同
地域も、過疎化が進んだ現在では戸数20戸あまり。
　このイベントを企画した柳井区長によると、この地域にかつての賑わいを取り戻そうと考えていたとき、
この地でつくられた120年ほど前の和紙を偶然手にしたことから、今回の企画へと広がっていったそうで

す。和紙人形の製作には宇佐市在住の和紙人形作家のもとに通い、雛人形は子
どもたちが巣立ち飾られなくなったものを各家庭から持ち寄り、他にも書画な
どを展示し、一人でも多くの住民がかかわれるよう工夫されています。「地域
の元気を取り戻すために投じた一石が、多くの波紋を起こし広がって
くれれば」と今後の展開に胸を膨らませていました。期間中は多くの
人で賑わい、甘酒の振る舞いや、お土産に紙雛人形が配られました。

トメ石の村 想い雛展

蝙蝠の滝は、大野川の上流にある高さ約10m・幅約120mの
馬蹄形の絶壁を流れる滝で、上空から見ると、
まるで蝙蝠が羽根を広げた様に見えることから、
この名前がついたとされます。
平成19年には国の登録記念物となり、原尻の滝・沈堕の滝
と並び「豊後大野市の三大名瀑」と称されています。

所在地：朝地町上尾塚・緒方町草深野

　今月号でご紹介するキラリ人は、和歌山大学
教授で同附属図書館の館長を務められている渡
部幹雄さんです。渡部さんは緒方町のご出身
で、合併前の緒方町職員として勤務していたこ
とがあります。町職員時代には社会教育の現場
で活躍され、緒方町歴史民俗資料館及び併設の
緒方町立図書館（現市歴史民俗資料館）の建設
にも担当者として携わりました。そんな渡部さんに転機が訪れたのは、長崎県
森山町（現諫早市）の新図書館建設でアドバイザーとして関わったことに始ま
ります。以前から、「いつかは人があふれる空間を自分の手でつくりあげたい」
と考えていた渡部さん。森山町からの強い要請もあり、その後、正規職員とし
て森山町に迎えられます。当時39歳のこと。その後、森山町の図書館建設を成
功に導いた渡部さんの評判を聞き、滋賀県愛知川町でも図書館づくりに奮闘さ
れます。また、住民参加型で図書館をつくり、住民との信頼関係を築いた渡部
さんは同町が平成18年に合併して誕生した愛荘町の教育長としても迎えられて
います。教育長を任期まで務めると、和歌山大学からの要請で図書館改革に着
手し現在に至っています。行く先々で利用者数・貸出冊数を増やす渡部さんに
は現在も全国各地から多くの相談が寄せられています。
　また、町職員時代には後藤絹さん（故人）への助言が、大正から昭和、戦中・
戦後の農村の生活を伝える「絹さん人形（市報26年９月号で特集）」誕生のキッ
カケとなりました。紙粘土でできたその人形は、当時の生活の様子を今に伝え
る貴重な遺産として残されています。生前、絹さんから、「（渡部さんのおかげ

で）自分の人生、２度生きた」と言ってもらった
ことが生涯の支えになっていると渡部さん。
　旧来の権威的な存在の図書館ではなく、図書館
法第三条に明記される「土地の事情及び一般公衆
の希望に沿い…」という、図書館本来の姿を求め、
そこに住む人たちに広く門戸を開いた図書館を広
めるべく、今日も全国を駆け回ります。

豊後大野市 市民憲章
一、 豊かな自然を守り、
　　 美しいまちをつくります

一、 健やかな心とからだを育て、
　　 明るいまちをつくります

一、 芸術を愛し教養を高め、
　　 文化の香るまちをつくります

一、 働くことに喜びを持ち、
　　 活力のあるまちをつくります

一、 思いやりの心を大切に、
　　 温かいまちをつくります
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